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１
．
問
題
の
所
在

一
九
四
五
年
八
月
の
「
終
戦
」
か
ら
長
い
時
間
が
経
過
し
、
日
本
社
会
は
ま
も
な
く
戦
争
体
験
者
の
い
な
い
「
戦
後
」
を
迎
え
よ
う
と

し
て
い
る
。
総
務
省
の
人
口
推
計
に
よ
る
と
、
戦
後
生
ま
れ
の
人
は
一
億
九
九
一
万
人
（
二
〇
二
四
年
十
月
時
点
）
で
、
総
人
口
（
一
億

二
三
八
〇
万
人
）
に
占
め
る
割
合
は
八
八
・
八
％
と
な
っ
て
い
る
（
１
）

。
広
島
・
長
崎
の
原
爆
投
下
に
よ
る
被
爆
者
は
、
多
い
時
期
（
一
九
七
〇

～
八
〇
年
代
）
に
は
三
五
万
人
以
上
を
数
え
た
が
、
そ
の
後
は
減
少
を
続
け
て
お
り
、
二
〇
二
五
年
に
初
め
て
一
〇
万
人
を
割
り
込
ん
だ
（
２
）

。

数
の
減
少
だ
け
で
な
く
高
齢
化
も
進
み
、
被
爆
者
の
平
均
年
齢
は
八
六
歳
を
超
え
て
い
る
（
３
）

。

論
　
説
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二

そ
う
し
た
な
か
、
戦
争
の
記
憶
を
次
の
世
代
に
ど
う
継
承
し
て
い
く
か
が
大
き
な
社
会
的
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
戦
争
体
験
者
の
い
な

い
「
戦
後
」
に
お
い
て
は
、
人
々
の
戦
争
に
つ
い
て
の
知
識
、
認
識
、
イ
メ
ー
ジ
の
形
成
は
、
戦
争
体
験
者
（
家
族
・
親
戚
、
知
人
、
語
り

部
な
ど
）
か
ら
直
接
（
対
面
的
）
に
で
は
な
く
、
教
育
（
歴
史
教
育
、
平
和
教
育
）
や
メ
デ
ィ
ア
（
書
物
、
映
画
、
テ
レ
ビ
、
新
聞
）
な
ど
を
通

じ
て
間
接
的
・
媒
介
的
に
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
う
し
た
時
代
に
あ
っ
て
、
非
当
事
者
が
戦
争
記
憶
を
継
承
す
る
こ
と
は
本
当
に
可

能
か
、
ど
の
よ
う
に
し
て
可
能
か
、
ま
た
「
被
害
」
や
「
加
害
」「
戦
争
責
任
」
な
ど
を
含
め
て
多
面
的
で
あ
る
戦
争
記
憶
の
う
ち
の
何

を
ど
う
継
承
す
べ
き
か
な
ど
、
様
々
な
こ
と
が
議
論
さ
れ
て
い
る
（
４
）

。

戦
争
記
憶
の
次
世
代
へ
の
継
承
は
、
放
送
業
界
に
お
い
て
も
近
年
の
大
き
な
テ
ー
マ
と
な
っ
て
き
た
。「
継
承
」
が
特
に
大
き
く
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
の
は
「
戦
後
七
〇
年
」
の
節
目
に
あ
た
っ
た
二
〇
一
五
年
で
あ
っ
た
（
５
）

。
こ
の
年
の
特
に
八
月
に
は
、
テ
レ
ビ
各
局

が
次
世
代
へ
の
「
継
承
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
特
集
番
組
を
多
く
放
送
し
た
（
６
）

。
そ
れ
ら
の
番
組
で
は
「
戦
争
を
目
の
当
た
り
に
し
た
人
々
は

ま
も
な
く
こ
の
日
本
か
ら
い
な
く
な
っ
て
し
ま
う
（
７
）

」「
体
験
者
の
証
言
を
ま
と
ま
っ
た
形
で
聞
け
る
最
後
の
機
会
だ
（
８
）

」
と
い
っ
た
こ
と
が

強
調
さ
れ
、
戦
争
記
憶
の
次
世
代
へ
の
継
承
が
急
務
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
そ
し
て
そ
の
後
も
、「
継
承
」
を
意
識
し
た
り
コ
ン
セ
プ
ト
に

掲
げ
た
り
す
る
番
組
が
数
多
く
放
送
さ
れ
て
き
て
い
る
。
そ
う
し
た
番
組
群
の
な
か
で
、
本
稿
で
は
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
を
取
り
上
げ
る
。
も

と
よ
り
、
七
〇
年
以
上
に
及
ぶ
テ
レ
ビ
の
歴
史
に
お
い
て
、
戦
争
・
終
戦
を
テ
ー
マ
に
し
た
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
は
膨
大
な
数
に
上
る
。
本
稿

が
注
目
す
る
の
は
、
現
代
を
生
き
る
主
人
公
が
戦
時
中
に
「
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
」
す
る
と
い
う
設
定
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
が
近
年
相
次
い
で

放
送
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
一
見
奇
抜
な
設
定
の
こ
れ
ら
の
作
品
も
、
戦
争
記
憶
の
次
世
代
へ
の
「
継
承
」
を
意
図
し
て
制
作
さ
れ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
（
９
）

。

言
う
ま
で
も
な
く
設
定
や
背
景
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
も
の
の
、
各
作
品
は
い
ず
れ
も
現
代
の
平
凡
な
日
常
生
活
を
生
き
て
い
た
主
人
公

）
九
一
一
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三

が
、
突
然
の
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
に
よ
っ
て
戦
時
中
に
投
げ
込
ま
れ
、
驚
き
戸
惑
い
な
が
ら
、
ま
た
様
々
な
困
難
に
直
面
し
な
が
ら
、
身
を

も
っ
て
戦
争
の
実
相
を
経
験
し
て
い
く
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
で
あ
る
と
い
う
点
で
共
通
点
を
有
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
ド
ラ
マ
は
、
視
聴

者
が
主
人
公
と
と
も
に
戦
争
を
い
わ
ば
追
体
験
す
る
よ
う
に
作
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
い
ず
れ
も
若
年
層
に
人
気
の
俳
優
が
主
人
公
を

演
じ
て
い
る
こ
と
、
現
代
の
若
者
を
意
識
し
た
表
現
上
ま
た
は
演
出
上
の
様
々
な
工
夫
が
み
ら
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
特
に
若
年
層
の
視

聴
者
へ
の
訴
求
を
強
く
意
識
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
作
品
で
戦
争
が
ど
う
描
か
れ
て
い
る
の
か
、
そ
の
表
象

の
特
徴
や
傾
向
を
明
ら
か
に
し
、
現
代
の
視
聴
者
、
と
り
わ
け
若
年
層
へ
の
戦
争
記
憶
の
継
承
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
が

持
ち
得
る
可
能
性
や
課
題
等
に
つ
い
て
考
え
る
。

２
．「
ポ
ス
ト
戦
争
体
験
の
時
代
」
に
お
け
る
継
承

メ
デ
ィ
ア
に
媒
介
さ
れ
る
戦
争
記
憶

戦
争
記
憶
の
継
承
は
、
か
つ
て
は
戦
争
を
直
接
的
に
経
験
し
た
世
代
か
ら
そ
れ
以
下
の
世
代
へ
の
継
承
を
意
味
し
て
い
た
が
、
戦
争
体

験
者
の
高
齢
化
と
減
少
が
進
む
な
か
で
、
戦
後
生
ま
れ
の
世
代
の
な
か
で
の
継
承
へ
と
移
行
し
て
き
て
い
る
（
１0
）

。
蘭
信
三
ら
は
こ
う
し
た
時

代
状
況
を
「
ポ
ス
ト
戦
争
体
験
の
時
代
」
と
名
づ
け
、「
戦
争
体
験
を
め
ぐ
る
継
承
や
想
起
の
さ
れ
方
や
歴
史
研
究
／
実
践
」
が
新
た
な

段
階
に
入
っ
て
い
る
と
し
て
い
る
（
１１
）

。「
ポ
ス
ト
戦
争
体
験
の
時
代
」
に
お
け
る
戦
争
記
憶
を
考
え
る
う
え
で
、
重
要
な
意
味
を
持
つ
の
が

「
文
化
的
記
憶
」
の
位
相
で
あ
る
。「
文
化
的
記
憶
」
は
歴
史
学
者
の
ア
ラ
イ
ダ
・
ア
ス
マ
ン
が
提
唱
し
た
概
念
で
、
経
験
者
・
当
事
者
か

ら
直
接
伝
え
ら
れ
共
有
さ
れ
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
的
記
憶
」
と
は
異
な
り
、
各
種
の
メ
デ
ィ
ア
や
そ
れ
に
基
づ
く
文
化
的
実
践
を

介
し
て
時
代
や
世
代
を
超
え
て
再
生
産
さ
れ
る
記
憶
の
あ
り
方
で
あ
る
（
１２
）

。
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な
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を
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の
が

「
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的
記
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」
の
位
相
で
あ
る
。「
文
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的
記
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」
は
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者
の
ア
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イ
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・
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ン
が
提
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で
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・
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「
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」
と
は
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四

「
文
化
的
記
憶
」
を
媒
介
し
再
生
産
す
る
メ
デ
ィ
ア
に
は
、
歴
史
教
科
書
、
文
学
作
品
、
博
物
館
・
資
料
館
の
展
示
、
各
種
の
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
（
慰
霊
碑
・
記
念
碑
）
な
ど
多
様
な
も
の
が
含
ま
れ
る
が
（
１３
）

、
接
触
・
利
用
す
る
オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
の
数
と
多
様
性
と
い
う
点
で
、
新

聞
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
と
い
っ
た
伝
統
的
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
、
そ
し
て
映
画
、
漫
画
、
ア
ニ
メ
な
ど
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
・
メ
デ
ィ
ア
、
近
年

急
速
に
普
及
を
拡
大
し
て
き
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）
の
よ
う
な
メ
デ
ィ
ア
の
役
割
や
影
響
が
極
め
て
大
き
い
と
考
え
ら
れ
て
い

る
（
１４
）

。
こ
う
し
た
メ
デ
ィ
ア
状
況
を
背
景
に
、
特
に
二
一
世
紀
の
初
頭
以
降
、
国
民
国
家
や
エ
ス
ニ
ッ
ク
グ
ル
ー
プ
な
ど
特
定
の
集
団
に
お

け
る
歴
史
記
憶
（
＝
「
集
合
的
記
憶
」）
の
構
築
過
程
に
着
目
す
る
歴
史
学
的
研
究
と
、
メ
デ
ィ
ア
が
過
去
や
歴
史
を
ど
う
捉
え
、
ど
う
表

象
し
て
い
る
か
に
着
目
す
る
メ
デ
ィ
ア
研
究
が
接
近
す
る
形
で
、
記
憶
と
メ
デ
ィ
ア
の
関
係
性
を
焦
点
化
す
る
「
メ
デ
ィ
ア
記
憶
」
に
関

す
る
研
究
が
世
界
的
に
興
隆
し
て
き
た
（
１５
）

。

戦
争
に
関
す
る
「
メ
デ
ィ
ア
記
憶
」
に
つ
い
て
は
、
各
種
の
作
品
・
コ
ン
テ
ン
ツ
（
小
説
、
漫
画
、
映
画
、
ア
ニ
メ
、
テ
レ
ビ
番
組
な
ど
）

を
対
象
と
し
た
研
究
を
中
心
に
、
こ
れ
ま
で
に
膨
大
な
成
果
の
蓄
積
が
あ
る
。
そ
れ
ら
の
研
究
で
は
主
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
・
コ

ン
テ
ン
ツ
に
お
け
る
戦
争
表
象
の
特
徴
や
、
そ
れ
ら
の
表
象
と
同
時
代
の
戦
争
観
、
言
説
状
況
、
政
治
・
社
会
的
状
況
と
の
関
係
性
な
ど

が
分
析
・
考
察
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
戦
争
記
憶
と
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
関
係
を
テ
ー
マ
と
し
た
研
究
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
『
朝
の
連
続
テ
レ

ビ
小
説
」（
＝
「
朝
ド
ラ
」）』
を
対
象
と
し
た
も
の
な
ど
、
ご
く
一
部
に
限
ら
れ
て
い
る
（
１６
）

。「
朝
ド
ラ
」
に
関
し
て
は
、
六
〇
年
以
上
に
及

ぶ
「
朝
ド
ラ
」
の
歴
史
を
辿
り
な
が
ら
、
戦
後
の
各
時
期
で
の
作
品
内
の
戦
争
の
扱
わ
れ
方
、
描
か
れ
方
に
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
っ
た

の
か
、
ど
の
よ
う
な
歴
史
的
変
遷
が
あ
っ
た
の
か
を
中
心
に
分
析
し
た
伊
藤
公
雄
の
研
究
や
（
１７
）

、「
朝
ド
ラ
」
の
各
作
品
が
主
人
公
で
あ
る

女
性
（
ヒ
ロ
イ
ン
）
を
中
心
と
し
た
戦
時
中
の
国
民
生
活
（
＝
「
銃
後
の
守
り
」）
を
集
中
的
に
描
い
て
い
る
こ
と
、
ま
た
ヒ
ロ
イ
ン
の
殆
ど

が
戦
争
に
対
し
て
批
判
的
・
否
定
的
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
黄
馨
儀
の
研
究
な
ど
が
あ
る
（
１８
）

。
こ
れ
ら
の
研
究
は
、「
大
河
ド
ラ
マ
」
と

）
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一
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（

戦
争
を
追
体
験
す
る
「
装
置
」
と
し
て
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
（
米
倉
）

五

と
も
に
「
共
通
文
化
を
育
て
る
物
語
」（
鶴
見
俊
輔
（
１９
））

な
ど
と
呼
ば
れ
る
「
朝
ド
ラ
」
に
お
け
る
語
り
（
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
）
の
基
本
的
な
パ
タ
ー

ン
や
典
型
的
な
戦
争
表
象
の
特
徴
・
傾
向
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
戦
争
を
描
い
た
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
は
他
に
も
数
多

く
放
送
さ
れ
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
朝
ド
ラ
」
以
外
の
作
品
を
対
象
と
し
た
研
究
、
特
に
戦
争
記
憶
の
次
世
代
（
若
年
層
）
へ
の
継

承
と
い
う
視
点
で
の
研
究
は
、
こ
れ
ま
で
に
殆
ど
行
わ
れ
て
い
な
い
。

メ
デ
ィ
ア
の
な
か
の
戦
争
記
憶
の
「
伝
承
者
」

と
こ
ろ
で
、
現
代
の
若
年
層
に
と
っ
て
戦
争
は
す
で
に
遠
い
「
過
去
」
の
出
来
事
で
あ
り
、
積
極
的
・
主
体
的
な
関
心
の
対
象
と
は
な

り
に
く
い
。
例
え
ば
、
日
本
財
団
が
全
国
の
一
七
～
一
九
歳
の
男
女
一
〇
〇
〇
人
を
対
象
に
二
〇
二
五
年
に
実
施
し
た
調
査
で
は
、「
学

校
の
授
業
な
ど
で
太
平
洋
戦
争
に
つ
い
て
ど
の
程
度
学
ん
だ
経
験
が
あ
る
か
」
と
い
う
問
い
に
対
し
て
、「
学
ん
だ
」（
＝
「
し
っ
か
り
と

学
ん
だ
」「
あ
る
程
度
学
ん
だ
」）
と
い
う
割
合
が
八
〇
・
四
％
で
あ
る
一
方
で
、「
普
段
、
家
族
や
友
人
と
ど
の
く
ら
い
の
頻
度
で
太
平
洋
戦

争
や
そ
の
影
響
に
つ
い
て
話
を
す
る
か
」
と
い
う
質
問
で
は
、「
ほ
と
ん
ど
話
す
こ
と
は
な
い
」
が
七
二
％
に
達
し
て
い
る
（
２0
）

。

さ
ら
に
、
若
年
層
に
と
っ
て
戦
争
が
縁
遠
い
だ
け
で
な
く
、
そ
の
意
味
が
変
質
し
て
き
て
い
る
こ
と
を
示
す
事
件
も
起
き
て
い
る
。

二
〇
一
四
年
に
長
崎
で
被
爆
遺
構
を
案
内
す
る
被
爆
者
に
向
か
っ
て
、
横
浜
か
ら
の
修
学
旅
行
生
（
中
学
三
年
生
）
が
「
死
に
損
な
い
」

と
い
う
暴
言
を
吐
い
た
事
件
、
沖
縄
戦
で
住
民
八
三
人
が
集
団
自
決
に
追
い
込
ま
れ
た
チ
ビ
チ
リ
ガ
マ
で
、
遺
骨
や
遺
物
が
沖
縄
在
住
の

一
〇
代
の
少
年
ら
に
よ
っ
て
荒
ら
さ
れ
た
事
件
（
二
〇
一
七
年
九
月
）
な
ど
で
あ
る
。

教
育
学
者
の
村
上
登
司
文
は
、
こ
う
し
た
背
景
に
若
年
層
の
あ
い
だ
で
の
戦
争
記
憶
の
継
承
を
め
ぐ
る
「
当
事
者
意
識
」
の
希
薄
化
が

進
ん
で
い
る
こ
と
を
指
摘
し
（
２１
）

、
平
和
教
育
に
お
い
て
い
か
に
若
年
層
が
当
事
者
意
識
を
持
て
る
よ
う
に
す
る
か
が
重
要
に
な
っ
て
い
る
と

）
九
一
一
（
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　第
六
十
二
巻
第
三
号
（
二
〇
二
五
年
十
二
月
）

六

し
て
い
る
。
そ
の
う
え
で
村
上
は
、
若
者
を
含
む
戦
後
世
代
が
戦
争
記
憶
の
「
伝
承
者
（
話
し
手
、
伝
え
手
）」
に
な
る
動
き
が
起
き
て
い

る
こ
と
に
注
目
し
て
い
る
。
直
接
の
体
験
者
で
は
な
い
世
代
が
「
伝
承
者
」
と
な
る
場
合
、
語
ら
れ
る
戦
争
記
憶
が
伝
承
者
本
人
の
も
の

で
は
な
い
と
し
て
も
、
若
年
層
は
世
代
的
に
自
分
達
と
近
い
「
伝
承
者
」
の
語
り
に
は
親
近
感
を
抱
き
や
す
く
、「
自
分
事
」
と
し
て
捉

え
や
す
い
た
め
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
具
体
例
と
し
て
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
ア
ウ
シ
ュ
ビ
ッ
ツ
博
物
館
の
公
式
ガ
イ
ド
に
は
七
〇
歳
の
年
齢

制
限
が
つ
け
ら
れ
て
お
り
、
す
で
に
す
べ
て
の
公
式
ガ
イ
ド
が
戦
後
生
ま
れ
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
広
島
市
が
二
〇
一
二
年
か
ら
被
爆
体

験
の
「
伝
承
者
」
養
成
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
若
年
層
を
含
む
戦
後
世
代
に
よ
る
伝
承
活
動
（
語
り
部
活
動
）
が
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
、

な
ど
の
事
例
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（
２２
）

。

放
送
に
お
い
て
も
、
戦
争
に
対
し
て
当
事
者
意
識
を
持
ち
に
く
い
若
年
層
へ
の
継
承
を
意
識
し
た
番
組
が
制
作
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
が
、
近
年
目
立
つ
の
が
若
年
層
に
人
気
の
出
演
者
（
俳
優
や
ア
イ
ド
ル
な
ど
）
を
継
承
の
「
伝
承
者
」
と
し
て
起
用
す
る
番
組
で
あ
る
。

例
え
ば
、
二
〇
一
五
年
八
月
一
五
日
に
終
戦
特
番
と
し
て
放
送
さ
れ
た
『
私
た
ち
に
戦
争
を
教
え
て
く
だ
さ
い
』（
フ
ジ
テ
レ
ビ
）
は

「
戦
争
を
知
ら
な
い
世
代
の
代
表
（
２３
）

」
と
し
て
一
〇
～
二
〇
代
（
当
時
）
の
人
気
若
手
俳
優
（
有
村
架
純
、
小
栗
旬
、
広
瀬
す
ず
、
福
士
蒼
汰
、
松

坂
桃
李
）
が
戦
争
体
験
者
の
も
と
を
訪
ね
、
戦
争
体
験
を
聞
く
と
い
う
ス
タ
イ
ル
で
あ
っ
た
。
彼
ら
が
訪
ね
た
の
は
、
真
珠
湾
攻
撃
、
イ

ン
パ
ー
ル
作
戦
、
沖
縄
戦
、
東
京
大
空
襲
、
広
島
の
原
爆
な
ど
の
経
験
者
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
テ
レ
ビ
朝
日
が
二
〇
二
二
年
か
ら
二
年
連

続
で
放
送
し
た
『
僕
た
ち
は
戦
争
を
知
ら
な
い
（
２４
）

』
も
同
様
の
演
出
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
若
年
層
に
人
気
の
あ
る
若
手
俳
優
・
ア
イ
ド

ル
ら
が
出
演
す
る
こ
と
に
は
、
戦
争
と
い
う
重
い
テ
ー
マ
を
扱
う
番
組
に
対
す
る
若
年
層
の
視
聴
者
の
心
理
的
障
壁
を
低
く
す
る
ね
ら
い

が
あ
る
だ
ろ
う
。
若
手
俳
優
・
ア
イ
ド
ル
と
一
緒
に
戦
争
体
験
者
の
元
を
訪
ね
、
戦
争
に
つ
い
て
の
証
言
を
聞
い
て
い
る
か
の
よ
う
な
感

覚
を
生
み
出
す
こ
と
で
、
視
聴
者
が
戦
争
を
よ
り
身
近
な
「
自
分
事
」
と
し
て
捉
え
る
効
果
が
期
待
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
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戦
争
を
追
体
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と
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の
テ
レ
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ド
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マ
（
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七

本
稿
が
対
象
と
す
る
ド
ラ
マ
に
お
い
て
も
、
人
気
俳
優
が
演
じ
る
主
人
公
が
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
て
戦
争
を
経
験
す
る
と
い
う
一
見
荒

唐
無
稽
な
演
出
と
ス
ト
ー
リ
ー
に
は
、
同
様
の
意
図
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
若
年
層
の
視
聴
者
に
と
っ
て
人
気
俳
優
が
演
じ
る
主
人
公

た
ち
は
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
存
在
で
あ
る
。
ド
ラ
マ
内
で
戦
時
中
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
て
戦
争
を
経
験
す
る
主
人
公
た
ち
は
、
戦
争
記

憶
の
身
近
な
「
伝
承
者
」
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
以
下
で
は
、
ド
ラ
マ
の
主
人
公
た
ち
が
経
験
す
る
戦
争
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、

作
品
内
の
戦
争
の
表
象
に
は
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
る
の
か
、
そ
こ
に
ど
の
よ
う
な
戦
争
観
が
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
、
と
い
っ
た
諸
点

を
中
心
に
分
析
・
考
察
し
て
い
く
。

３
．
分
析
対
象

本
稿
で
取
り
上
げ
る
の
は
『
セ
イ
コ
グ
ラ
ム 

転
生
し
た
ら
戦
時
中
の
女
学
生
だ
っ
た
件
』（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）、『
終
わ
り
に
見
た
街
』（
テ
レ
ビ

朝
日
）、『
晴
れ
た
ら
い
い
ね
』（
テ
レ
ビ
東
京
）
の
三
作
品
で
あ
る
。
分
析
に
先
立
っ
て
、
三
作
品
の
概
要
を
簡
単
に
記
し
て
お
き
た
い
。

『
セ
イ
コ
グ
ラ
ム 

転
生
し
た
ら
戦
時
中
の
女
学
生
だ
っ
た
件
』（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
二
〇
二
二
年
八
月
一
五
日
）

こ
の
作
品
（
以
下
、『
セ
イ
コ
グ
ラ
ム
』
と
表
記
）
の
主
人
公
は
、
現
代
を
生
き
る
俳
優
・
南
沙
良
で
あ
る
。
作
家
・
田
辺
聖
子

（
一
九
二
八
～
二
〇
一
九
年
）
の
少
女
時
代
を
演
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
彼
女
は
、
資
料
を
読
む
た
め
に
訪
ね
た
図
書
館
で
一
冊
の
古
い
本
を

手
に
取
る
。
そ
の
直
後
、
彼
女
は
昭
和
一
六
年
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
す
る
。
彼
女
は
少
女
時
代
の
田
辺
聖
子
に
転
生
し
て
い
た
。
ド
ラ
マ

で
は
、
戦
時
中
に
田
辺
が
実
際
に
経
験
し
た
勤
労
動
員
や
大
阪
大
空
襲
な
ど
の
苦
難
を
沙
良
が
体
験
す
る
。
そ
し
て
終
戦
を
迎
え
た
直
後
、

病
床
の
父
親
と
対
面
し
て
い
る
時
に
再
び
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
て
現
代
に
戻
る
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
で
あ
る
。
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
の
引
き

）
九
一
一
（



戦
争
を
追
体
験
す
る
「
装
置
」
と
し
て
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
（
米
倉
）

七

本
稿
が
対
象
と
す
る
ド
ラ
マ
に
お
い
て
も
、
人
気
俳
優
が
演
じ
る
主
人
公
が
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
て
戦
争
を
経
験
す
る
と
い
う
一
見
荒

唐
無
稽
な
演
出
と
ス
ト
ー
リ
ー
に
は
、
同
様
の
意
図
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
若
年
層
の
視
聴
者
に
と
っ
て
人
気
俳
優
が
演
じ
る
主
人
公

た
ち
は
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
存
在
で
あ
る
。
ド
ラ
マ
内
で
戦
時
中
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
て
戦
争
を
経
験
す
る
主
人
公
た
ち
は
、
戦
争
記

憶
の
身
近
な
「
伝
承
者
」
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
以
下
で
は
、
ド
ラ
マ
の
主
人
公
た
ち
が
経
験
す
る
戦
争
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、

作
品
内
の
戦
争
の
表
象
に
は
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
る
の
か
、
そ
こ
に
ど
の
よ
う
な
戦
争
観
が
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
、
と
い
っ
た
諸
点

を
中
心
に
分
析
・
考
察
し
て
い
く
。

３
．
分
析
対
象

本
稿
で
取
り
上
げ
る
の
は
『
セ
イ
コ
グ
ラ
ム 

転
生
し
た
ら
戦
時
中
の
女
学
生
だ
っ
た
件
』（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）、『
終
わ
り
に
見
た
街
』（
テ
レ
ビ

朝
日
）、『
晴
れ
た
ら
い
い
ね
』（
テ
レ
ビ
東
京
）
の
三
作
品
で
あ
る
。
分
析
に
先
立
っ
て
、
三
作
品
の
概
要
を
簡
単
に
記
し
て
お
き
た
い
。

『
セ
イ
コ
グ
ラ
ム 

転
生
し
た
ら
戦
時
中
の
女
学
生
だ
っ
た
件
』（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
二
〇
二
二
年
八
月
一
五
日
）

こ
の
作
品
（
以
下
、『
セ
イ
コ
グ
ラ
ム
』
と
表
記
）
の
主
人
公
は
、
現
代
を
生
き
る
俳
優
・
南
沙
良
で
あ
る
。
作
家
・
田
辺
聖
子

（
一
九
二
八
～
二
〇
一
九
年
）
の
少
女
時
代
を
演
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
彼
女
は
、
資
料
を
読
む
た
め
に
訪
ね
た
図
書
館
で
一
冊
の
古
い
本
を

手
に
取
る
。
そ
の
直
後
、
彼
女
は
昭
和
一
六
年
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
す
る
。
彼
女
は
少
女
時
代
の
田
辺
聖
子
に
転
生
し
て
い
た
。
ド
ラ
マ

で
は
、
戦
時
中
に
田
辺
が
実
際
に
経
験
し
た
勤
労
動
員
や
大
阪
大
空
襲
な
ど
の
苦
難
を
沙
良
が
体
験
す
る
。
そ
し
て
終
戦
を
迎
え
た
直
後
、

病
床
の
父
親
と
対
面
し
て
い
る
時
に
再
び
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
て
現
代
に
戻
る
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
で
あ
る
。
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
の
引
き

）
九
一
一
（
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八

金
と
な
っ
た
古
い
本
は
、
十
代
の
田
辺
聖
子
が
実
際
に
書
き
記
し
て
い
た
日
記
で
あ
る
。
こ
の
日
記
は
二
〇
二
一
年
に
発
見
さ
れ
『
田
辺

聖
子 
十
八
歳
の
日
の
記
録
』
と
し
て
刊
行
さ
れ
、
大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
も
の
で
あ
る
（
２５
）

。

な
お
、
本
作
品
は
現
代
を
生
き
る
俳
優
が
戦
時
中
に
転
生
す
る
と
い
う
設
定
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
放
送
し
た
二
本
の
ド
ラ
マ
の
二
作
目
に
あ
た

る
。
一
作
目
は
、
俳
優
・
満
島
真
之
介
が
「
昭
和
の
喜
劇
王
」
と
し
て
知
ら
れ
る
古
川
ロ
ッ
パ
に
転
生
す
る
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
で
あ
っ

た
（
２６
）

。
二
作
と
も
に
過
去
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
す
る
俳
優
は
ス
マ
ホ
を
手
に
し
て
お
り
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
戦
時
中
の
日
常
を
現

代
に
伝
え
る
と
い
う
若
年
層
を
意
識
し
た
演
出
も
行
わ
れ
て
い
る
。

『
終
わ
り
に
見
た
街
』（
テ
レ
ビ
朝
日
、
二
〇
二
四
年
九
月
二
一
日
）

主
人
公
・
田
宮
太
一
（
大
泉
洋
）
は
テ
レ
ビ
脚
本
家
と
い
う
設
定
で
あ
る
。「
終
戦
」
関
連
ド
ラ
マ
の
脚
本
を
依
頼
さ
れ
た
太
一
は
膨
大

な
関
連
資
料
を
読
ん
で
い
る
う
ち
に
眠
っ
て
し
ま
う
。
明
け
方
に
衝
撃
音
で
目
を
覚
ま
す
と
、
妻
（
吉
田
羊
）
を
含
め
た
五
人
の
家
族
全

員
で
戦
時
中
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
て
い
た
。
住
む
場
所
や
仕
事
を
失
っ
た
一
家
は
何
と
か
生
き
延
び
よ
う
と
す
る
も
の
の
、
子
供
達
は

次
第
に
軍
国
主
義
的
な
思
想
に
染
ま
っ
て
反
抗
的
に
な
っ
て
い
く
。
東
京
大
空
襲
で
多
く
の
人
が
犠
牲
に
な
る
こ
と
を
知
る
太
一
は
犠
牲

者
を
減
ら
そ
う
と
奔
走
す
る
が
、
史
実
に
な
か
っ
た
空
襲
に
見
舞
わ
れ
て
家
族
と
は
ぐ
れ
、
次
の
瞬
間
主
人
公
が
目
を
覚
ま
す
と
現
代
の

東
京
に
戻
っ
て
い
た
。
し
か
し
現
代
の
東
京
は
核
兵
器
が
使
わ
れ
て
焼
け
野
原
と
な
っ
て
い
た
。
何
が
起
き
た
の
か
よ
く
理
解
で
き
な
い

ま
ま
、
そ
の
東
京
の
光
景
を
見
な
が
ら
彼
は
息
を
引
き
取
る
。

こ
の
ド
ラ
マ
の
原
作
は
一
九
八
一
年
に
発
表
さ
れ
た
山
田
太
一
の
小
説
で
あ
る
。
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
と
い
う
Ｓ
Ｆ
的
な
設
定
に
し
た
意

図
に
つ
い
て
山
田
は
「
戦
争
体
験
を
昔
話
と
い
う
範
疇
か
ら
抜
け
出
し
た
形
で
書
く
こ
と
は
で
き
な
い
か
と
、
あ
れ
こ
れ
考
え
た
末
の
小

）
九
一
一
（

戦
争
を
追
体
験
す
る
「
装
置
」
と
し
て
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
（
米
倉
）

九

説
だ
っ
た
」
と
語
っ
て
い
る
（
２７
）

。
作
品
は
山
田
太
一
自
身
の
脚
本
に
よ
っ
て
二
回
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
化
さ
れ
た
ほ
か
、
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
と
し
て

も
放
送
さ
れ
て
い
る
（
２８
）

。
今
回
対
象
と
す
る
二
〇
二
四
年
版
は
宮
藤
官
九
郎
が
脚
本
を
担
当
し
「
テ
レ
ビ
朝
日
開
局
六
五
周
年
記
念
ド
ラ
マ

プ
レ
ミ
ア
ム
」
と
し
て
放
送
さ
れ
た
。

『
晴
れ
た
ら
い
い
ね
』（
テ
レ
ビ
東
京
、
二
〇
二
五
年
三
月
三
〇
日
）

東
京
都
内
に
あ
る
総
合
病
院
に
勤
務
す
る
看
護
師
・
高
橋
紗
穂
（
永
野
芽
郁
）
は
こ
の
病
院
で
名
誉
婦
長
を
務
め
た
寝
た
き
り
の
入
院

患
者
・
雪
乃
サ
エ
（
倍
賞
美
津
子
）
の
看
護
を
担
当
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
突
然
大
き
な
地
震
が
発
生
し
て
気
を
失
い
、
目
が
覚
め
る
と
戦

争
末
期
（
一
九
四
五
年
）
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
い
た
。
そ
し
て
彼
女
は
、
日
本
赤
十
字
社
の
従
軍
看
護
婦
・
雪
乃
サ
エ
に
転
生
し
て
い
た
。

彼
女
は
、
前
線
近
く
の
野
戦
病
院
で
軍
医
の
佐
治
（
稲
垣
吾
郎
）、
菅
野
婦
長
（
江
口
の
り
こ
）、
美
津
（
芳
根
京
子
）
を
は
じ
め
と
す
る
看
護

婦
ら
と
励
ま
し
あ
い
な
が
ら
仕
事
に
励
む
。
や
が
て
彼
女
た
ち
に
内
地
へ
帰
る
よ
う
に
と
い
う
命
令
が
出
さ
れ
る
と
、
自
分
が
仲
間
た
ち

を
日
本
に
無
事
帰
国
さ
せ
る
た
め
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
の
だ
と
考
え
た
紗
穂
は
、
仲
間
た
ち
と
苦
難
を
乗
り
越
え
無
事
港
に
到
着
す

る
。
そ
こ
で
再
び
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
て
現
代
に
戻
っ
た
紗
穂
は
、
現
代
ま
で
生
き
て
い
た
雪
乃
サ
エ
と
美
津
の
二
人
と
再
会
を
果
た
す
。

な
お
、
原
作
は
作
家
・
藤
岡
陽
子
の
同
名
の
小
説
で
、
ド
ラ
マ
の
脚
本
は
、
戦
争
の
時
期
、
場
所
、
ス
ト
ー
リ
ー
な
ど
を
含
め
て
原
作
か

ら
大
幅
に
書
き
か
え
ら
れ
て
い
る
。

４
．
強
調
さ
れ
る
「
戦
時
中
」
と
の
距
離

三
作
品
と
も
に
物
語
は
、
現
代
に
生
き
る
主
人
公
の
日
常
が
描
か
れ
た
あ
と
、
主
人
公
が
戦
時
中
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
て
戦
争
中
の

）
九
一
一
（



戦
争
を
追
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九

説
だ
っ
た
」
と
語
っ
て
い
る
（
２７
）

。
作
品
は
山
田
太
一
自
身
の
脚
本
に
よ
っ
て
二
回
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
化
さ
れ
た
ほ
か
、
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
と
し
て

も
放
送
さ
れ
て
い
る
（
２８
）

。
今
回
対
象
と
す
る
二
〇
二
四
年
版
は
宮
藤
官
九
郎
が
脚
本
を
担
当
し
「
テ
レ
ビ
朝
日
開
局
六
五
周
年
記
念
ド
ラ
マ

プ
レ
ミ
ア
ム
」
と
し
て
放
送
さ
れ
た
。

『
晴
れ
た
ら
い
い
ね
』（
テ
レ
ビ
東
京
、
二
〇
二
五
年
三
月
三
〇
日
）

東
京
都
内
に
あ
る
総
合
病
院
に
勤
務
す
る
看
護
師
・
高
橋
紗
穂
（
永
野
芽
郁
）
は
こ
の
病
院
で
名
誉
婦
長
を
務
め
た
寝
た
き
り
の
入
院

患
者
・
雪
乃
サ
エ
（
倍
賞
美
津
子
）
の
看
護
を
担
当
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
突
然
大
き
な
地
震
が
発
生
し
て
気
を
失
い
、
目
が
覚
め
る
と
戦

争
末
期
（
一
九
四
五
年
）
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
い
た
。
そ
し
て
彼
女
は
、
日
本
赤
十
字
社
の
従
軍
看
護
婦
・
雪
乃
サ
エ
に
転
生
し
て
い
た
。

彼
女
は
、
前
線
近
く
の
野
戦
病
院
で
軍
医
の
佐
治
（
稲
垣
吾
郎
）、
菅
野
婦
長
（
江
口
の
り
こ
）、
美
津
（
芳
根
京
子
）
を
は
じ
め
と
す
る
看
護

婦
ら
と
励
ま
し
あ
い
な
が
ら
仕
事
に
励
む
。
や
が
て
彼
女
た
ち
に
内
地
へ
帰
る
よ
う
に
と
い
う
命
令
が
出
さ
れ
る
と
、
自
分
が
仲
間
た
ち

を
日
本
に
無
事
帰
国
さ
せ
る
た
め
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
の
だ
と
考
え
た
紗
穂
は
、
仲
間
た
ち
と
苦
難
を
乗
り
越
え
無
事
港
に
到
着
す

る
。
そ
こ
で
再
び
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
て
現
代
に
戻
っ
た
紗
穂
は
、
現
代
ま
で
生
き
て
い
た
雪
乃
サ
エ
と
美
津
の
二
人
と
再
会
を
果
た
す
。

な
お
、
原
作
は
作
家
・
藤
岡
陽
子
の
同
名
の
小
説
で
、
ド
ラ
マ
の
脚
本
は
、
戦
争
の
時
期
、
場
所
、
ス
ト
ー
リ
ー
な
ど
を
含
め
て
原
作
か

ら
大
幅
に
書
き
か
え
ら
れ
て
い
る
。

４
．
強
調
さ
れ
る
「
戦
時
中
」
と
の
距
離

三
作
品
と
も
に
物
語
は
、
現
代
に
生
き
る
主
人
公
の
日
常
が
描
か
れ
た
あ
と
、
主
人
公
が
戦
時
中
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
て
戦
争
中
の

）
九
一
一
（
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一
〇

状
況
を
体
験
し
、
最
後
に
再
び
現
代
に
戻
る
と
い
う
展
開
を
辿
る
。
つ
ま
り
三
つ
の
作
品
は
「
現
代
①
」
→
「
戦
時

中
」
→
「
現
代
②
」
と
い
う
時
間
構
造
に
な
っ
て
い
る
。
表
１
は
、
各
パ
ー
ト
の
時
間
量
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

ど
の
作
品
も
「
戦
時
中
」
が
最
も
長
く
全
体
の
約
八
割
か
そ
れ
以
上
を
占
め
て
い
る
（
２９
）

。「
現
代
①
」
の
パ
ー
ト
の
長

さ
は
、『
セ
イ
コ
グ
ラ
ム
』
が
一
分
五
秒
、『
終
わ
り
に
見
た
街
』
が
一
二
分
四
〇
秒
、『
晴
れ
た
ら
い
い
ね
』
が

一
〇
分
四
三
秒
と
な
っ
て
い
る
。
作
品
の
導
入
部
で
も
あ
る
「
現
代
①
」
の
特
徴
と
し
て
、
現
代
の
日
常
を
生
き
る

主
人
公
の
姿
が
描
か
れ
る
と
と
も
に
、
主
人
公
の
日
常
と
戦
争
と
の
時
間
的
・
心
理
的
な
距
離
の
大
き
さ
が
表
現
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

『
セ
イ
コ
グ
ラ
ム
』
は
全
体
が
二
九
分
五
六
秒
と
比
較
的
短
い
作
品
で
あ
る
た
め
、「
現
代
①
」
も
一
分
余
り
と
短

い
。
し
か
し
こ
の
パ
ー
ト
は
、
作
品
の
基
本
的
な
設
定
（
主
人
公
や
演
出
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
な
ど
）
を
視
聴
者
に
提
示

す
る
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
こ
の
作
品
で
は
、
ス
マ
ホ
が
重
要
な
小
道
具
と
し
て
演
出
的
に
用
い
ら
れ
て
お

り
、
画
面
も
つ
ね
に
ス
マ
ホ
画
面
の
よ
う
な
縦
長
画
面
を
中
央
に
お
い
た
三
カ
ラ
ム
（
縦
三
分
割
）
構
成
と
な
っ
て

い
る
。
物
語
は
基
本
的
に
中
央
の
画
面
で
進
行
し
、
左
カ
ラ
ム
に
は
各
シ
ー
ン
の
時
代
背
景
な
ど
に
関
わ
る
基
本
情

報
が
、
右
画
面
に
は
主
人
公
・
沙
良
の
折
々
の
「
つ
ぶ
や
き
」
が
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
の
書
き
込
み
と
し
て
表
示
さ
れ

る
（
画
像
１
）。

「
現
代
①
」
で
は
冒
頭
、
主
人
公
の
南
沙
良
が
「
ス
マ
ホ
の
な
か
か
ら
失
礼
し
ま
す
。
八
月
一
五
日
の
今
日
は
終

戦
の
日
で
す
よ
ね
、
今
か
ら
お
見
せ
す
る
番
組
は
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
の
ア
カ
ウ
ン
ト
と
連
動
し
て
い
る
ん
で
す
。
私

と
同
じ
世
代
の
人
に
と
っ
て
は
、
戦
争
っ
て
少
し
遠
い
も
の
の
よ
う
に
感
じ
て
し
ま
い
ま
す
よ
ね
。
私
も
今
年
の
夏
、

表 １．各パートの時間量（ＣＭの時間除く）

現代① 戦時中 現代②
『セイコグラム』 １分 ５秒 ２５分４0秒 ３ 分１１秒
『終わりに見た街』 １２分４0秒 ７３分 ５ 秒 ６ 分 ５ 秒
『晴れたらいいね』 １0分４３秒 ９0分５0秒 １0分４５秒

）
九
一
八
（

戦
争
を
追
体
験
す
る
「
装
置
」
と
し
て
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
（
米
倉
）

一
一

あ
る
不
思
議
な
体
験
を
す
る
ま
で
は
そ
う
で
し
た
。」
と
語
り
か
け
る
。
こ
の

よ
う
に
、
主
人
公
が
戦
争
の
世
界
を
「
少
し
遠
い
」
と
感
じ
て
い
た
こ
と
、
こ

れ
か
ら
始
ま
る
ド
ラ
マ
で
展
開
さ
れ
る
戦
時
中
の
世
界
と
視
聴
者
の
い
る
現
代

が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
）
で
繋
が
っ
て
い
る
と
説
明
す
る
と
こ
ろ
か
ら
物

語
が
始
ま
る
の
で
あ
る
。

『
終
わ
り
に
見
た
街
』
の
「
現
代
①
」
は
、
三
作
品
の
な
か
で
は
最
も
長
い

一
二
分
四
〇
分
で
あ
る
。
こ
の
長
さ
に
つ
い
て
、
脚
本
を
担
当
し
た
宮
藤
官
九

郎
は
「
視
聴
者
と
感
覚
を
共
有
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
、
や
や
冗
漫
な
導
入

部
を
書
き
ま
し
た
」
と
説
明
し
て
い
る
（
３0
）

。
こ
の
作
品
に
お
け
る
現
代
は

二
〇
二
四
年
六
月
に
設
定
さ
れ
て
い
る
（
３１
）

。
売
れ
な
い
脚
本
家
・
田
宮
太
一
は
あ

る
日
、
テ
レ
ビ
局
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
寺
本
か
ら
「
終
戦
八
〇
年
記
念
ス
ペ

シ
ャ
ル
ド
ラ
マ
」
で
予
定
し
て
い
た
脚
本
家
が
途
中
で
「
降
り
て
」
し
ま
っ
た

た
め
代
わ
り
に
担
当
し
て
欲
し
い
と
依
頼
さ
れ
る
。
そ
の
場
面
で
、
太
一
と
寺

本
は
次
の
よ
う
な
会
話
を
交
わ
す
。

太
一
： （
企
画
書
の
タ
イ
ト
ル
に
つ
い
て
）「
大
空
襲
の
夜
、
会
い
た
い
、
君

と
」
…
恋
愛
ド
ラ
マ
？

画像 １： ３カラムの画面構成

（出典：『セイコグラム』ＮＨＫ、２0２２年 ８ 月１５日）

）
九
一
一
（



戦
争
を
追
体
験
す
る
「
装
置
」
と
し
て
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
（
米
倉
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一
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れ
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Ｎ
Ｓ
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繋
が
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る
と
説
明
す
る
と
こ
ろ
か
ら
物

語
が
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ま
る
の
で
あ
る
。

『
終
わ
り
に
見
た
街
』
の
「
現
代
①
」
は
、
三
作
品
の
な
か
で
は
最
も
長
い

一
二
分
四
〇
分
で
あ
る
。
こ
の
長
さ
に
つ
い
て
、
脚
本
を
担
当
し
た
宮
藤
官
九

郎
は
「
視
聴
者
と
感
覚
を
共
有
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
、
や
や
冗
漫
な
導
入

部
を
書
き
ま
し
た
」
と
説
明
し
て
い
る
（
３0
）

。
こ
の
作
品
に
お
け
る
現
代
は

二
〇
二
四
年
六
月
に
設
定
さ
れ
て
い
る
（
３１
）

。
売
れ
な
い
脚
本
家
・
田
宮
太
一
は
あ

る
日
、
テ
レ
ビ
局
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
寺
本
か
ら
「
終
戦
八
〇
年
記
念
ス
ペ

シ
ャ
ル
ド
ラ
マ
」
で
予
定
し
て
い
た
脚
本
家
が
途
中
で
「
降
り
て
」
し
ま
っ
た

た
め
代
わ
り
に
担
当
し
て
欲
し
い
と
依
頼
さ
れ
る
。
そ
の
場
面
で
、
太
一
と
寺

本
は
次
の
よ
う
な
会
話
を
交
わ
す
。

太
一
： （
企
画
書
の
タ
イ
ト
ル
に
つ
い
て
）「
大
空
襲
の
夜
、
会
い
た
い
、
君

と
」
…
恋
愛
ド
ラ
マ
？

画像 １： ３カラムの画面構成

（出典：『セイコグラム』ＮＨＫ、２0２２年 ８ 月１５日）

）
九
一
一
（
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一
二

寺
本
： 

こ
ん
な
時
代
だ
か
ら
さ
あ
。
東
京
大
空
襲
を
ラ
ブ
ス
ト
ー
リ
ー
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
落
と
し
込
ん
で
？ 

す
れ
違
い
と
か
腹

違
い
と
か
、
韓
流
要
素
も
加
え
ち
ゃ
っ
て
？ 

Ｂ
Ｌ
成
分
も
匂
わ
せ
ち
ゃ
っ
て
？ 

不
時
着
し
た
Ｂ
２９
の
操
縦
士
と
情
報
局
の

少
佐
が
恋
に
落
ち
る
…

太
一
： 
愛
の
不
時
着
だ
ね

寺
本
： 

不
時
着
は
ね
、
自
分
で
言
っ
て
て
無
い
と
思
っ
た
。
け
ど
、
そ
れ
く
ら
い
極
端
に
振
ら
な
い
と
、
も
う
戦
争
も
の
じ
ゃ
数
字

取
れ
な
い
の

太
一
： （
中
略
）
で
も
時
代
考
証
と
か
う
る
さ
い
で
し
ょ
？

寺
本
： 

大
丈
夫
、
八
〇
年
前
だ
よ
、
文
句
言
う
人
、
死
ん
で
ま
す
っ
て

こ
の
よ
う
に
登
場
人
物
た
ち
は
、
現
代
の
多
く
の
視
聴
者
が
戦
争
へ
の
関
心
を
失
っ
て
お
り
、
恋
愛
な
ど
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト

的
な
要
素
を
加
え
な
け
れ
ば
戦
争
を
扱
う
ド
ラ
マ
で
は
視
聴
率
が
と
れ
な
い
こ
と
を
強
調
す
る
。

一
方
、『
晴
れ
た
ら
い
い
ね
』
の
「
現
代
①
」
パ
ー
ト
で
は
、
現
代
と
戦
時
中
と
の
距
離
は
特
に
描
か
れ
て
い
な
い
。
主
人
公
の
高
橋

紗
穂
（
永
野
芽
郁
）
は
中
堅
看
護
師
と
し
て
高
い
実
務
能
力
を
持
つ
も
の
の
、
仕
事
が
「
惰
性
」
に
な
り
、
あ
ま
り
「
報
わ
れ
な
い
」
こ

と
に
不
満
を
感
じ
て
い
る
。
そ
ん
な
紗
穂
が
な
ぜ
突
然
戦
時
中
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
し
、

タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
直
後
、
そ
こ
が
戦
争
末
期
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
紗
穂
は
、
次
の
よ
う
な
台
詞
を
独
白
で
語
る
。

こ
の
台
詞
に
は
現
代
の
若
者
と
し
て
の
紗
穂
と
「
戦
時
中
」
と
の
大
き
な
距
離
感
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。

）
一
一
一
（

戦
争
を
追
体
験
す
る
「
装
置
」
と
し
て
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
（
米
倉
）

一
三

八
〇
年
前
？ 

嘘
。
こ
ん
な
の
っ
て
本
当
に
あ
る
の
？ 

見
た
こ
と
あ
る
、
八
月
に
ド
ラ
マ
と
か
で
放
送
さ
れ
る
や
つ
、
現
代
を
代

表
す
る
よ
う
な
若
者
が
戦
争
中
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
す
る
や
つ
。
そ
れ
？ 

え
？ 

私
な
ん
か
し
た
？ 

戦
争
の
悲
惨
さ
と
か
、
平
和
の

尊
さ
と
か
、
そ
う
い
う
系
の
や
つ
で
し
ょ
う
？ 

な
ん
で
私
？ 

許
し
て
く
だ
さ
い
、
ご
め
ん
な
さ
い
。
二
度
と
戦
争
は
起
こ
し
ま
せ

ん
。
戦
争
反
対
。
だ
か
ら
帰
し
て
、
帰
り
た
い
。

以
上
の
よ
う
に
、
三
作
品
す
べ
て
で
、
物
語
の
導
入
部
に
お
い
て
主
人
公
と
戦
時
中
と
の
時
間
的
・
心
理
的
な
距
離
の
大
き
さ
が
表
現

さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
に
は
宮
藤
官
九
郎
も
言
う
通
り
、「
視
聴
者
と
感
覚
を
共
有
」
し
て
抵
抗
な
く
作
品
の
世
界
の
な
か
に
導
く
意
図

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

５
．
ド
ラ
マ
に
お
け
る
戦
争
表
象

⑴
　
体
験
す
る
「
戦
争
」
の
限
定
性

次
に
、
各
作
品
に
お
け
る
戦
争
の
描
か
れ
た
方
の
特
徴
を
見
て
い
く
。
第
一
は
、
表
象
さ
れ
る
戦
争
の
限
定
性
で
あ
る
。
日
本
が
関
与

し
た
「
先
の
戦
争
」
に
は
、
一
九
四
一
年
か
ら
の
「
太
平
洋
戦
争
」（「
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
」）
に
加
え
、
一
九
三
七
年
か
ら
の
「
日
中

戦
争
」
も
含
ま
れ
（
３２
）

、
そ
の
戦
域
は
東
ア
ジ
ア
か
ら
東
南
ア
ジ
ア
、
オ
セ
ア
ニ
ア
、
南
北
太
平
洋
海
域
を
含
む
極
め
て
広
い
エ
リ
ア
に
及
ん

だ
。
し
か
し
三
作
品
に
表
象
さ
れ
る
戦
争
に
は
、
そ
う
し
た
広
が
り
が
な
い
。
そ
れ
は
あ
る
意
味
で
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
作
品
で
描
か

れ
る
戦
争
は
、
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
主
人
公
が
個
人
的
に
体
験
し
た
、
ま
た
主
人
公
自
身
の
視
点
で
捉
え
ら
れ
た
限
り
で
の
戦
争
だ
か

ら
で
あ
る
。

）
一
一
九
（



戦
争
を
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体
験
す
る
「
装
置
」
と
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の
テ
レ
ビ
ド
ラ
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（
米
倉
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前
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嘘
。
こ
ん
な
の
っ
て
本
当
に
あ
る
の
？ 

見
た
こ
と
あ
る
、
八
月
に
ド
ラ
マ
と
か
で
放
送
さ
れ
る
や
つ
、
現
代
を
代

表
す
る
よ
う
な
若
者
が
戦
争
中
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
す
る
や
つ
。
そ
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え
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私
な
ん
か
し
た
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戦
争
の
悲
惨
さ
と
か
、
平
和
の

尊
さ
と
か
、
そ
う
い
う
系
の
や
つ
で
し
ょ
う
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な
ん
で
私
？ 

許
し
て
く
だ
さ
い
、
ご
め
ん
な
さ
い
。
二
度
と
戦
争
は
起
こ
し
ま
せ

ん
。
戦
争
反
対
。
だ
か
ら
帰
し
て
、
帰
り
た
い
。

以
上
の
よ
う
に
、
三
作
品
す
べ
て
で
、
物
語
の
導
入
部
に
お
い
て
主
人
公
と
戦
時
中
と
の
時
間
的
・
心
理
的
な
距
離
の
大
き
さ
が
表
現

さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
に
は
宮
藤
官
九
郎
も
言
う
通
り
、「
視
聴
者
と
感
覚
を
共
有
」
し
て
抵
抗
な
く
作
品
の
世
界
の
な
か
に
導
く
意
図

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

５
．
ド
ラ
マ
に
お
け
る
戦
争
表
象

⑴
　
体
験
す
る
「
戦
争
」
の
限
定
性

次
に
、
各
作
品
に
お
け
る
戦
争
の
描
か
れ
た
方
の
特
徴
を
見
て
い
く
。
第
一
は
、
表
象
さ
れ
る
戦
争
の
限
定
性
で
あ
る
。
日
本
が
関
与

し
た
「
先
の
戦
争
」
に
は
、
一
九
四
一
年
か
ら
の
「
太
平
洋
戦
争
」（「
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
」）
に
加
え
、
一
九
三
七
年
か
ら
の
「
日
中

戦
争
」
も
含
ま
れ
（
３２
）

、
そ
の
戦
域
は
東
ア
ジ
ア
か
ら
東
南
ア
ジ
ア
、
オ
セ
ア
ニ
ア
、
南
北
太
平
洋
海
域
を
含
む
極
め
て
広
い
エ
リ
ア
に
及
ん

だ
。
し
か
し
三
作
品
に
表
象
さ
れ
る
戦
争
に
は
、
そ
う
し
た
広
が
り
が
な
い
。
そ
れ
は
あ
る
意
味
で
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
作
品
で
描
か

れ
る
戦
争
は
、
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
主
人
公
が
個
人
的
に
体
験
し
た
、
ま
た
主
人
公
自
身
の
視
点
で
捉
え
ら
れ
た
限
り
で
の
戦
争
だ
か

ら
で
あ
る
。

）
一
一
九
（
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一
四

『
セ
イ
コ
グ
ラ
ム
』
で
は
、
主
人
公
・
南
沙
良
が
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
先
は
一
九
四
一
年
（
昭
和
一
六
年
）
の
大
阪
で
あ
る
。
田
辺
聖

子
に
転
生
し
た
彼
女
は
短
い
ド
ラ
マ
の
な
か
で
、
一
九
四
一
年
、
四
二
年
、
四
三
年
、
四
四
年
、
四
五
年
と
、
五
つ
の
シ
ー
ケ
ン
ス
（
状

況
）
を
経
験
し
て
い
く
。
五
つ
の
シ
ー
ケ
ン
ス
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
一
九
四
一
年 

太
平
洋
戦
争
開
戦
」「
一
九
四
二
年 

戦
時
下
の
規
制
強
ま

る
」「
一
九
四
三
年 

戦
況
悪
化
」「
一
九
四
四
年 

戦
況
極
度
に
悪
化
、
勤
労
動
員
」「
一
九
四
五
年 

大
阪
空
襲
、
終
戦
の
日
、
終
戦
」
と

戦
争
の
進
展
に
沿
っ
て
い
る
。
た
だ
し
各
シ
ー
ケ
ン
ス
は
数
分
ず
つ
と
短
く
、
舞
台
は
す
べ
て
田
辺
聖
子
が
戦
時
中
を
過
ご
し
た
大
阪
市

内
で
あ
る
。

『
最
後
に
見
た
街
』
で
は
、
主
人
公
の
田
宮
太
一
（
大
泉
洋
）
と
そ
の
家
族
が
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
す
る
の
は
、
一
九
四
四
年
六
月
で
あ
る
。

一
家
は
住
ん
で
い
た
家
ご
と
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
す
る
。
川
崎
市
高
津
区
の
多
摩
川
に
近
い
住
宅
地
の
中
に
あ
っ
た
家
は
、
一
九
四
四
年
に

は
周
囲
を
深
い
森
に
囲
ま
れ
て
い
た
。
家
が
軍
の
統
括
地
の
な
か
に
建
っ
て
い
る
た
め
当
局
か
ら
明
け
渡
し
を
求
め
ら
れ
住
む
場
所
を
追

わ
れ
た
一
家
は
、
東
京
の
三
鷹
、
荻
窪
へ
と
住
ま
い
を
移
し
な
が
ら
戦
時
下
で
の
暮
ら
し
を
続
け
る
。
物
語
の
主
要
部
分
は
一
九
四
四
年

秋
か
ら
四
五
年
三
月
ま
で
の
約
半
年
の
あ
い
だ
で
進
行
す
る
。
そ
し
て
ド
ラ
マ
内
の
「
戦
時
中
」
は
、
一
九
四
五
年
三
月
一
〇
日
の
東
京

大
空
襲
の
当
日
に
突
如
終
わ
る
。
ド
ラ
マ
の
舞
台
は
、
一
家
が
住
ん
で
い
た
家
の
あ
っ
た
川
崎
以
外
は
す
べ
て
東
京
都
内
（
三
鷹
、
荻
窪
、

浅
草
、
日
本
橋
な
ど
）
で
あ
る
。

『
晴
れ
た
ら
い
い
ね
』
は
、「
戦
時
中
」
の
舞
台
が
三
作
品
の
な
か
で
唯
一
国
内
で
は
な
く
海
外
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
（
ル
ソ
ン
島
）
で
あ
る
。

こ
の
作
品
の
「
戦
時
中
」
は
戦
争
の
最
後
の
年
で
あ
る
一
九
四
五
年
で
あ
る
（
３３
）

。
具
体
的
な
日
付
は
示
さ
れ
な
い
も
の
の
、
物
語
は

一
九
四
五
年
の
あ
る
時
点
か
ら
終
戦
直
前
ま
で
の
数
か
月
の
期
間
に
進
ん
で
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。
物
語
の
舞
台
は
、
主
人
公
・
紗
穂
が

日
本
赤
十
字
社
の
従
軍
看
護
婦
と
し
て
勤
務
す
る
野
戦
病
院
と
そ
の
周
辺
、
そ
し
て
そ
こ
か
ら
日
本
に
向
か
う
船
が
出
る
港
ま
で
の
道
中

）
一
一
一
（

戦
争
を
追
体
験
す
る
「
装
置
」
と
し
て
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
（
米
倉
）

一
五

に
限
定
さ
れ
て
い
る
（
画
像
２
）。

以
上
の
よ
う
に
、
各
作
品
に
お
け
る
戦
争
は
、
限
定
さ
れ
た
「
点
」、
も
し

く
は
い
く
つ
か
の
「
点
」
と
「
点
」
を
結
ん
だ
「
線
」
に
お
い
て
し
か
表
象
さ

れ
て
い
な
い
。
三
つ
の
作
品
に
お
い
て
、
視
聴
者
が
主
人
公
と
と
も
に
追
体
験

す
る
戦
争
は
、
実
際
に
は
日
本
が
関
与
し
た
戦
争
の
う
ち
の
極
め
て
限
定
さ
れ

た
一
部
分
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

⑵
　
受
苦
的
体
験
と
し
て
の
戦
争
〜
統
制
、
窮
乏
、
苦
役

各
作
品
の
戦
争
表
象
の
特
徴
の
第
二
は
、
戦
争
が
厳
し
い
忍
耐
や
苦
役
な
ど

を
伴
う
「
困
難
」
＝
「
受
苦
的
体
験
」
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

い
ず
れ
の
作
品
で
も
、
主
人
公
は
戦
時
中
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
て
も
現
代
人

の
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
や
価
値
観
を
保
持
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
彼
ら
は
戦
時
中
の

「
体
験
者
」
で
あ
る
と
同
時
に
「
観
察
者
」
で
も
あ
る
。
そ
し
て
主
人
公
た
ち

の
戦
争
体
験
は
、
①
厳
し
い
統
制
（
言
論
・
思
想
や
行
動
の
統
制
）、
②
窮
乏
（
食

料
そ
の
他
）、
③
苦
役
（
勤
労
奉
仕
、
動
員
な
ど
）
の
三
要
素
で
あ
る
と
い
う
点
で

共
通
し
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
主
人
公
ら
が
激
し
い
戦
闘
や
爆
撃
な
ど
に
直

接
的
に
晒
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
は
な
く
、
従
っ
て
主
要
登
場
人
物
が
戦
争
の
犠

画像 ２：ジャングルを抜ける逃避行で助け合う看護婦たち

（出典：『晴れたらいいね』テレビ東京、２0２５年 ３ 月３0日）

）
一
一
一
（
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２
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で
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。
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の
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で
も
、
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は
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に
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イ
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し
て
も
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の
メ
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リ
テ
ィ
や
価
値
観
を
保
持
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
彼
ら
は
戦
時
中
の

「
体
験
者
」
で
あ
る
と
同
時
に
「
観
察
者
」
で
も
あ
る
。
そ
し
て
主
人
公
た
ち

の
戦
争
体
験
は
、
①
厳
し
い
統
制
（
言
論
・
思
想
や
行
動
の
統
制
）、
②
窮
乏
（
食

料
そ
の
他
）、
③
苦
役
（
勤
労
奉
仕
、
動
員
な
ど
）
の
三
要
素
で
あ
る
と
い
う
点
で

共
通
し
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
主
人
公
ら
が
激
し
い
戦
闘
や
爆
撃
な
ど
に
直

接
的
に
晒
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
は
な
く
、
従
っ
て
主
要
登
場
人
物
が
戦
争
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犠

画像 ２：ジャングルを抜ける逃避行で助け合う看護婦たち
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一
一
一
（
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号
（
二
〇
二
五
年
十
二
月
）

一
六

牲
に
な
る
こ
と
も
な
い
（
３４
）

。

『
セ
イ
コ
グ
ラ
ム
』
で
は
、
戦
時
中
に
女
学
生
ら
の
あ
い
だ
で
人
気
の
あ
っ
た
雑
誌
『
少
女
の
友
』（
実
業
之
日
本
社
）
を
、
教
師
が
「
日

頃
か
ら
恋
だ
愛
だ
の
と
い
う
み
だ
り
が
ま
し
い
大
衆
小
説
読
む
な
」「
今
、
我
が
国
は
勝
利
に
向
か
っ
て
結
束
せ
な
あ
か
ん
と
き
や
。
そ

ん
な
と
き
に
恋
愛
だ
の
娯
楽
だ
の
い
ら
ん
。
一
切
我
慢
す
べ
き
と
き
や
。
そ
の
自
覚
が
欠
け
と
ん
の
や
お
前
ら
は
」
と
言
っ
て
生
徒
か
ら

取
り
上
げ
る
シ
ー
ン
が
出
て
く
る
。
こ
れ
に
対
し
て
あ
る
女
学
生
が
「
人
の
机
の
な
か
を
勝
手
に
漁
る
の
は
い
か
が
な
も
の
で
し
ょ
う

か
」
と
抗
議
す
る
と
、
教
師
は
そ
の
生
徒
を
殴
打
す
る
。
そ
の
シ
ー
ン
で
は
田
辺
聖
子
に
転
生
し
た
主
人
公
・
沙
良
の
内
面
の
声
と
し
て

「
生
徒
を
殴
る
先
生
が
い
た
な
ん
て
」「
信
じ
ら
れ
な
い
！
」
と
い
う
言
葉
が
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
の
書
き
込
み
と
し
て
画
面
に
表
示
さ
れ
る
。

ま
た
戦
争
末
期
の
一
九
四
五
年
の
シ
ー
ン
で
は
、
勤
労
動
員
が
始
ま
っ
て
軍
服
の
ボ
タ
ン
付
け
作
業
に
従
事
す
る
様
子
や
、
食
料
不
足
が

深
刻
化
し
て
白
米
が
食
べ
ら
れ
な
く
な
り
、
連
日
薄
い
粥
の
食
事
が
続
く
様
子
な
ど
が
描
か
れ
て
い
る
。

『
最
後
に
見
た
街
』
に
お
い
て
も
同
様
に
、
戦
争
体
験
の
中
心
的
な
要
素
は
統
制
、
窮
乏
、
苦
役
で
あ
る
。
戦
時
中
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ

プ
し
た
主
人
公
の
放
送
作
家
・
宮
田
太
一
は
、
当
初
は
思
想
・
言
論
統
制
の
強
い
権
威
主
義
体
制
に
強
い
違
和
感
と
反
発
心
を
抱
く
。
太

一
と
息
子
の
稔
、
娘
の
信
子
、
そ
し
て
主
人
公
一
家
と
同
様
に
現
代
か
ら
親
子
で
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
知
人
・
小
島
敏
夫
と
の
あ
い
だ

で
、
戦
時
下
の
状
況
を
揶
揄
す
る
次
の
よ
う
な
会
話
が
交
わ
さ
れ
る
。

太
一
： 

信
じ
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
が
、
こ
の
時
代
、
天
皇
陛
下
は
神
様
な
ん
だ

稔
　
： 

神
様
っ
て
（
笑
）、
ど
う
見
て
も
人
間
じ
ゃ
ん

敏
夫
： 

誰
か
に
聞
か
れ
た
ら
不
敬
罪
で
連
行
さ
れ
る
ぞ
（
中
略
）。
ア
メ
リ
カ
人
を
カ
ッ
コ
い
い
と
か
言
う
の
も
絶
対
ダ
メ
、
ド

）
一
一
一
（

戦
争
を
追
体
験
す
る
「
装
置
」
と
し
て
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
（
米
倉
）

一
七

ジ
ャ
ー
ス
の
帽
子
も
捨
て
な
さ
い

太
一
： 

英
語
も
ダ
メ
。「
パ
パ
」
や
「
マ
マ
」
も
Ｎ
Ｇ

信
子
： 

バ
カ
バ
カ
し
い
、
ど
う
せ
負
け
る
の
に

敏
夫
： 

そ
う
い
う
の
、
冗
談
で
も
言
っ
ち
ゃ
ダ
メ
な
時
代
な
ん
だ
よ

信
子
： 

何
的
に
？ 

コ
ン
プ
ラ
的
に
？

敏
夫
： 

ま
あ
、
そ
う
か
な
。
今
は
、
誰
も
が
日
本
の
勝
利
を
信
じ
て
る
、
新
聞
も
本
当
の
こ
と
は
書
か
な
い
か
ら
ね
、
そ
の
～
…

太
一
： 

言
論
統
制

こ
の
よ
う
に
戦
時
下
の
体
制
（
＝
統
制
）
に
距
離
を
取
ろ
う
と
し
て
い
た
太
一
達
だ
っ
た
が
、
住
む
場
所
に
困
り
、
食
べ
る
物
に
も
事

欠
く
よ
う
に
な
る
と
（
＝
困
窮
）、
初
め
は
拒
ん
で
い
た
国
民
登
録
に
仕
方
な
く
応
じ
る
。
国
民
登
録
は
一
九
三
九
年
の
国
民
職
業
能
力
申

告
令
に
基
づ
く
も
の
で
、
勤
労
動
員
や
食
料
統
制
の
基
礎
資
料
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
（
３５
）

。
太
一
ら
は
食
料
の
配
給
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
代
わ
り
に
、
軍
需
工
場
、
縫
製
工
場
、
防
空
演
習
な
ど
に
動
員
さ
れ
る
（
＝
苦
役
）。

戦
時
中
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
舞
台
と
す
る
『
晴
れ
た
ら
い
い
ね
』
に
お
い
て
も
、
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
主
人
公
の
看
護
婦
・
紗
穂
は
、

軍
の
野
戦
病
院
で
の
上
意
下
達
の
厳
し
い
勤
務
（
＝
統
制
）
や
食
糧
や
物
資
が
不
足
し
た
日
常
（
＝
困
窮
）
を
経
験
す
る
。
そ
し
て
日
本
へ

の
帰
国
を
命
じ
ら
れ
た
看
護
婦
ら
は
、
食
糧
や
水
が
不
十
分
で
護
衛
も
受
け
ら
れ
な
い
な
か
、
ジ
ャ
ン
グ
ル
の
中
を
生
死
の
境
を
彷
徨
い

な
が
ら
徒
歩
で
長
距
離
を
移
動
さ
せ
ら
れ
る
（
＝
苦
役
）。

こ
の
よ
う
に
、
三
作
品
の
戦
争
が
、
統
制
、
困
窮
、
苦
役
を
中
心
と
し
た
「
受
苦
的
経
験
」
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
背
景
に
は
、
三
作

）
一
一
一
（
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Ｇ
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…

太
一
： 

言
論
統
制

こ
の
よ
う
に
戦
時
下
の
体
制
（
＝
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困
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食
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の
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れ
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場
、
縫
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、
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演
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ど
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中
の
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台
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る
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晴
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も
、
タ
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プ
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た
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人
公
の
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護
婦
・
紗
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は
、

軍
の
野
戦
病
院
で
の
上
意
下
達
の
厳
し
い
勤
務
（
＝
統
制
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や
食
糧
や
物
資
が
不
足
し
た
日
常
（
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困
窮
）
を
経
験
す
る
。
そ
し
て
日
本
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の
帰
国
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命
じ
ら
れ
た
看
護
婦
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は
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食
糧
や
水
が
不
十
分
で
護
衛
も
受
け
ら
れ
な
い
な
か
、
ジ
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の
中
を
生
死
の
境
を
彷
徨
い

な
が
ら
徒
歩
で
長
距
離
を
移
動
さ
せ
ら
れ
る
（
＝
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こ
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よ
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に
、
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作
品
の
戦
争
が
、
統
制
、
困
窮
、
苦
役
を
中
心
と
し
た
「
受
苦
的
経
験
」
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
背
景
に
は
、
三
作

）
一
一
一
（
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一
八

品
の
戦
争
が
い
ず
れ
も
狭
義
の
「
太
平
洋
戦
争
」
で
あ
る
こ
と
が
大
き
く
関

わ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。「
太
平
洋
戦
争
」
は
、
一
九
四
一
年
一
二
月
か

ら
四
五
年
八
月
ま
で
の
期
間
に
、
太
平
洋
を
挟
ん
で
日
本
が
ア
メ
リ
カ
と
戦
い
、

圧
倒
的
な
敗
北
を
喫
し
た
戦
争
を
意
味
す
る
。「
あ
の
戦
争
」
を
「
太
平
洋
戦

争
」
と
し
て
認
識
す
る
「
太
平
洋
戦
争
史
観
」
は
、
日
本
社
会
に
お
け
る
支
配

的
な
「
戦
争
観
」
で
あ
る
（
３６
）

。
そ
こ
で
は
、
ア
メ
リ
カ
軍
に
よ
る
空
襲
、
原
爆
投

下
、
疎
開
、
外
地
か
ら
の
引
き
揚
げ
な
ど
日
本
人
が
受
け
た
「
被
害
」「
犠
牲
」、

そ
し
て
戦
時
中
の
統
制
、
窮
乏
、
苦
役
な
ど
の
「
受
苦
的
経
験
」
が
強
調
さ
れ

る
一
方
で
、
日
本
が
日
中
戦
争
や
朝
鮮
半
島
・
台
湾
に
お
け
る
植
民
地
統
治
、

東
南
ア
ジ
ア
諸
国
へ
の
侵
略
な
ど
に
お
い
て
も
た
ら
し
た
「
加
害
」
の
側
面
は

後
景
化
さ
れ
て
き
た
。
こ
う
し
た
「
太
平
洋
戦
争
史
観
」
は
、
従
来
の
テ
レ

ビ
・
新
聞
の
「
八
月
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
や
そ
の
他
の
映
画
や
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ

ン
や
漫
画
な
ど
の
戦
争
表
象
に
お
い
て
も
幅
広
く
見
ら
れ
て
き
た
（
３７
）

。『
セ
イ
コ

グ
ラ
ム
』『
最
後
に
見
た
街
』『
晴
れ
た
ら
い
い
ね
』
の
戦
争
表
象
も
ま
た
同
様

の
「
太
平
洋
戦
争
史
観
」
を
反
映
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
た
だ
し
、

三
作
品
が
「
受
苦
的
経
験
」
を
焦
点
化
し
て
描
く
一
方
で
、
激
し
い
空
襲
や
戦

闘
の
シ
ー
ン
が
殆
ど
出
て
こ
な
い
こ
と
、
過
度
に
悲
惨
な
描
写
や
ス
ト
ー
リ
ー

画像 ３：住まいを追われて移動する主人公の一家

（出典：『終わりに見た街』テレビ朝日、２0２４年 ９ 月２１日）

）
一
一
一
（

戦
争
を
追
体
験
す
る
「
装
置
」
と
し
て
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
（
米
倉
）

一
九

が
な
い
点
は
、
一
般
的
な
「
八
月
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
の
語
り
と
は
異
な
る
特
徴
で
あ
る
。

⑶
　
希
薄
な
リ
ア
リ
テ
ィ
〜
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
後
景
化
、
抽
象
化

三
作
品
に
お
け
る
戦
争
の
表
象
に
お
け
る
特
徴
の
第
三
は
、
希
薄
な
リ
ア
リ
テ
ィ
で
あ
る
。
作
品
に
お
け
る
戦
争
は
日
本
が
当
事
国
と

な
っ
た
戦
争
（
＝
太
平
洋
戦
争
）
で
あ
り
、
あ
る
程
度
史
実
に
基
づ
い
て
描
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
様
々
な
脚
色
が
加
え
ら
れ
た
り
、

ス
ト
ー
リ
ー
が
不
自
然
な
形
で
単
純
化
さ
れ
た
り
、
戦
争
の
背
景
や
文
脈
に
関
す
る
状
況
の
説
明
・
描
写
が
省
略
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
リ
ア
リ
テ
ィ
が
希
薄
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
特
徴
は
、
先
に
挙
げ
た
第
一
の
特
徴
、
す
な
わ
ち
主
人
公
が
体
験
す
る
範
囲
の
戦
争
の
み
が
描
か
れ
て
い
る
と
い
う
戦
争
の
「
限

定
性
」
と
も
関
わ
っ
て
い
る
。
戦
争
と
は
国
家
間
の
武
力
に
よ
る
衝
突
で
あ
る
。
そ
こ
に
至
る
ま
で
に
は
様
々
な
要
因
や
歴
史
的
背
景
が

あ
る
。
ま
た
先
の
戦
争
で
は
、
日
本
は
ア
ジ
ア
～
太
平
洋
に
か
け
て
広
域
に
わ
た
っ
て
戦
線
を
展
開
し
た
た
め
、
日
本
人
だ
け
で
な
く
、

多
く
の
国
の
兵
士
・
民
間
人
も
戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
多
大
な
犠
牲
が
出
た
。
し
か
し
、
三
つ
の
作
品
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
そ
う
し
た

戦
争
を
め
ぐ
る
コ
ン
テ
ク
ス
ト
（
背
景
、
要
因
、
全
体
像
な
ど
）
は
全
く
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
描
か
れ
て
い
な
い
。

リ
ア
リ
テ
ィ
の
希
薄
さ
が
特
に
顕
著
な
の
は
『
セ
イ
コ
グ
ラ
ム
』
と
『
晴
れ
た
ら
い
い
ね
』
の
二
作
品
で
あ
る
。『
セ
イ
コ
グ
ラ
ム
』

は
前
述
の
と
お
り
、
作
家
・
田
辺
聖
子
が
少
女
時
代
に
経
験
し
た
戦
争
を
、
田
辺
に
転
生
し
た
主
人
公
が
追
体
験
す
る
物
語
で
あ
る
。
し

か
し
、
現
実
の
田
辺
聖
子
と
主
人
公
・
南
沙
良
が
転
生
し
た
ド
ラ
マ
内
の
田
辺
聖
子
は
人
格
的
に
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
戦
時
中
、
十

代
だ
っ
た
田
辺
聖
子
は
「
軍
国
少
女
」
で
あ
っ
た
。『
セ
イ
コ
グ
ラ
ム
』
の
中
で
も
「
聖
子
さ
ん
は
軍
国
少
女
！
」「『
祖
国
』『
国
家
』

『
玉
砕
』」「
そ
ん
な
言
葉
が
好
き
だ
っ
た
み
た
い
」
な
ど
と
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
の
沙
良
の
「
観
察
者
」
の
視
点
か
ら
の
「
つ
ぶ
や
き
」

）
一
一
一
（
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。
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葉
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一
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（
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　第
六
十
二
巻
第
三
号
（
二
〇
二
五
年
十
二
月
）

二
〇

が
表
示
さ
れ
る
。
し
か
し
、
彼
女
が
転
生
し
た
ド
ラ
マ
内
の
田
辺
聖
子
は
軍
国
少
女
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
日
本
軍
の
真
珠
湾
攻
撃
を
知

ら
せ
る
ラ
ジ
オ
ニ
ュ
ー
ス
を
聴
い
て
家
族
が
盛
り
上
が
る
場
面
で
、
次
の
よ
う
な
会
話
が
な
さ
れ
る
。

セ
イ
コ
： （
内
面
の
声
の
独
白
で
…
ほ
ん
と
に
ア
メ
リ
カ
に
勝
て
る
と
思
っ
て
た
ん
だ
）

祖
父
　
： 

セ
イ
コ
、
こ
っ
ち
こ
い
、
孫
の
お
前
は
わ
し
に
似
て
、
一
族
き
っ
て
の
愛
国
者
や
も
ん
な
あ
。

セ
イ
コ
： 

愛
国
者
？

祖
父
　
： 

日
本
が
鬼
畜
米
英
を
一
掃
す
る
ん
が
楽
し
み
で
た
ま
ら
ん
の
や
ろ
？

セ
イ
コ
： 

い
や
い
や
い
や
、
め
っ
ち
ゃ
平
和
主
義
者
よ
、
私

父
　
　
： 

セ
イ
ち
ゃ
ん
、
平
和
主
義
者
な
ん
て
言
葉
、
ど
こ
で
覚
え
た
ん
、
お
前
ほ
ん
ま
難
儀
な
言
葉
が
す
っ
き
ゃ
な
あ

祖
父
　
： 

平
和
な
ん
て
、
寝
ぼ
け
た
こ
と
を
抜
か
し
て
。
…
大
日
本
帝
国
万
歳
、
万
歳
！

セ
イ
コ
： 

ち
ょ
っ
と
、
み
な
さ
ん
、
喜
ん
で
ま
す
け
ど
、
そ
ん
な
に
戦
争
が
始
ま
る
の
っ
て
嬉
し
い
で
す
か
？ 

人
が
い
っ
ぱ
い
亡

く
な
る
か
も
…

祖
父
　
： 

め
で
た
い
に
決
ま
っ
と
る
や
ろ

こ
こ
で
の
彼
女
は
開
戦
の
報
を
聞
い
て
喜
ぶ
一
家
に
疑
問
を
投
げ
か
け
る
「
平
和
主
義
者
」
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
後
の
展
開
の
な
か

で
も
彼
女
は
終
始
、
戦
争
に
違
和
感
や
疑
問
を
抱
き
続
け
る
。
一
方
、
実
際
の
田
辺
聖
子
は
、
玉
音
放
送
に
接
し
て
「
嗚
呼
日
本
の
男
児

何
ぞ
そ
の
意
気
の
惰
弱
た
る
。
何
ぞ
そ
の
行
お
こ
な
い

の
拙
劣
た
る
。」「
何
の
為
の
今
ま
で
の
艱か
ん

苦く

ぞ
。（
中
略
）
嗚
呼
何
の
た
め
に
我
々
は
家

）
一
一
八
（

戦
争
を
追
体
験
す
る
「
装
置
」
と
し
て
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
（
米
倉
）

二
一

を
焼
か
れ
た
か
。
傷
つ
き
、
そ
し
て
死
ん
だ
か
（
３８
）

。」
と
し
て
「
本
土
決
戦
」「
一
億
玉
砕
」
を
回
避
し
た
判
断
を
激
し
く
批
判
す
る
よ
う
な

熱
狂
的
な
軍
国
少
女
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
み
る
と
、『
セ
イ
コ
グ
ラ
ム
』
に
お
け
る
主
人
公
の
転
生
は
、
田
辺
聖
子
に
同
化
し
て
田

辺
自
身
の
戦
争
体
験
を
リ
ア
ル
に
再
現
（
追
体
験
）
す
る
た
め
の
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
ド
ラ
マ
に
お
け
る
田
辺
聖
子
は
、
主

人
公
・
南
沙
良
が
彼
女
自
身
の
視
点
と
立
場
で
戦
争
を
追
体
験
す
る
た
め
に
設
定
さ
れ
た
、
あ
る
意
味
で
便
宜
的
存
在
に
す
ぎ
な
い
。

同
様
に
、『
晴
れ
た
ら
い
い
ね
』
に
お
い
て
も
リ
ア
リ
テ
ィ
は
希
薄
で
あ
る
。
第
一
に
、
こ
の
ド
ラ
マ
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
舞
台
と
し
て

い
る
が
、
当
時
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
戦
線
を
め
ぐ
る
コ
ン
テ
ク
ス
ト
（
背
景
、
要
因
、
全
体
像
な
ど
）
は
殆
ど
描
か
れ
て
い
な
い
。
な
ぜ
日
本
軍

が
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
戦
争
を
し
て
い
る
の
か
、
大
戦
末
期
に
お
け
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
の
戦
況
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
、
当
時
の
従

軍
看
護
婦
と
は
ど
の
よ
う
な
存
在
な
の
か
等
に
つ
い
て
の
説
明
や
描
写
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。

第
二
に
、
実
際
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
戦
線
の
過
酷
さ
、
特
に
従
軍
看
護
婦
が
体
験
し
た
現
実
は
大
幅
に
薄
め
ら
れ
て
描
か
れ
て
い
る
。
戦
時

中
の
従
軍
看
護
婦
に
は
、
日
本
赤
十
字
社
の
看
護
婦
、
陸
海
軍
の
看
護
婦
、
個
人
や
団
体
で
参
加
す
る
看
護
婦
ら
が
い
た
が
、
日
本
赤
十

字
社
か
ら
の
派
遣
看
護
婦
だ
け
で
延
べ
三
万
五
千
人
以
上
、
殉
職
者
は
千
人
以
上
に
上
っ
た
（
３９
）

。
そ
し
て
戦
争
末
期
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
、

赤
十
字
の
マ
ー
ク
を
掲
げ
た
病
院
や
病
院
船
も
ア
メ
リ
カ
軍
の
攻
撃
対
象
と
な
っ
て
、
多
数
の
犠
牲
者
が
出
た
（
４0
）

。
し
か
し
、
ド
ラ
マ
内
で

は
ア
メ
リ
カ
軍
に
よ
る
病
院
の
空
爆
、
従
軍
看
護
婦
ら
の
殉
職
な
ど
の
シ
ー
ン
は
全
く
描
か
れ
て
い
な
い
。

実
は
原
作
小
説
（
藤
岡
陽
子
）
で
は
、
こ
う
し
た
点
、
す
な
わ
ち
当
時
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
戦
線
を
め
ぐ
る
コ
ン
テ
ク
ス
ト
（
背
景
、
要
因
、

全
体
像
）
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
戦
線
で
の
従
軍
看
護
婦
の
過
酷
な
体
験
に
つ
い
て
、
か
な
り
詳
細
に
書
き
込
ま
れ
て
い
る
（
４１
）

。
つ
ま
り
、
原
作
か

ら
ド
ラ
マ
化
さ
れ
る
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
多
く
の
情
報
が
落
と
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
戦
時
中
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
従
軍
看
護
婦
ら
が
体
験
し

た
戦
争
を
め
ぐ
る
リ
ア
リ
テ
ィ
が
大
幅
に
薄
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

）
一
一
一
（
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職
者
は
千
人
以
上
に
上
っ
た
（
３９
）

。
そ
し
て
戦
争
末
期
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
、

赤
十
字
の
マ
ー
ク
を
掲
げ
た
病
院
や
病
院
船
も
ア
メ
リ
カ
軍
の
攻
撃
対
象
と
な
っ
て
、
多
数
の
犠
牲
者
が
出
た
（
４0
）

。
し
か
し
、
ド
ラ
マ
内
で

は
ア
メ
リ
カ
軍
に
よ
る
病
院
の
空
爆
、
従
軍
看
護
婦
ら
の
殉
職
な
ど
の
シ
ー
ン
は
全
く
描
か
れ
て
い
な
い
。

実
は
原
作
小
説
（
藤
岡
陽
子
）
で
は
、
こ
う
し
た
点
、
す
な
わ
ち
当
時
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
戦
線
を
め
ぐ
る
コ
ン
テ
ク
ス
ト
（
背
景
、
要
因
、

全
体
像
）
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
戦
線
で
の
従
軍
看
護
婦
の
過
酷
な
体
験
に
つ
い
て
、
か
な
り
詳
細
に
書
き
込
ま
れ
て
い
る
（
４１
）

。
つ
ま
り
、
原
作
か

ら
ド
ラ
マ
化
さ
れ
る
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
多
く
の
情
報
が
落
と
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
戦
時
中
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
従
軍
看
護
婦
ら
が
体
験
し

た
戦
争
を
め
ぐ
る
リ
ア
リ
テ
ィ
が
大
幅
に
薄
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

）
一
一
一
（
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二
二

６
．
抽
象
化
・
一
般
化
さ
れ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ

最
後
に
、
ド
ラ
マ
の
主
人
公
た
ち
が
そ
も
そ
も
な
ぜ
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
て
戦
争
を
経
験
し
た
の
か
、
そ
の
意
味
に
つ
い
て
考
え
て
お

き
た
い
。
注
目
し
た
い
の
は
「
戦
時
中
」
を
経
験
し
た
主
人
公
た
ち
に
、
ど
の
よ
う
な
心
境
や
言
動
の
変
化
が
生
じ
た
か
で
あ
る
。
そ
こ

に
は
、
各
作
品
の
戦
争
に
対
す
る
基
本
的
な
ス
タ
ン
ス
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。

『
セ
イ
コ
グ
ラ
ム
』
の
主
人
公
の
南
沙
良
は
、「
戦
時
中
」
か
ら
現
代
に
戻
っ
た
あ
と
、
再
び
田
辺
聖
子
の
『
十
八
歳
の
日
の
記
録
』
を

手
に
取
る
。
そ
し
て
終
戦
翌
年
の
大
晦
日
に
田
辺
が
記
し
て
い
た
「
来
年
も
、
勉
強
し
て
小
説
を
書
こ
う
。
私
は
も
う
、
こ
の
道
し
か
、

進
む
べ
き
道
は
な
い
」
と
い
う
一
節
に
か
つ
て
の
自
身
を
重
ね
合
わ
せ
な
が
ら
「
ず
っ
と
女
優
に
な
り
た
い
と
い
う
か
、
な
る
未
来
し
か

見
え
て
な
く
て
、
進
む
べ
き
こ
と
や
り
た
い
こ
と
は
こ
れ
な
ん
だ
」
と
思
っ
て
い
た
と
語
る
。
戦
時
下
の
厳
し
い
環
境
で
も
小
説
家
に
な

る
夢
を
あ
き
ら
め
ず
初
志
貫
徹
を
果
た
し
た
田
辺
聖
子
の
生
き
様
に
触
れ
、
俳
優
と
し
て
生
き
て
い
く
と
い
う
自
ら
の
目
標
を
再
確
認
し

た
の
で
あ
る
。
他
方
で
、
役
を
通
じ
て
経
験
し
た
戦
争
に
つ
い
て
の
意
見
や
反
戦
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
を
彼
女
が
表
明
す
る
こ
と
は
な
い
。

同
様
に
、
永
野
芽
衣
が
演
じ
る
現
代
の
看
護
師
が
主
人
公
で
あ
る
『
晴
れ
た
ら
い
い
ね
』
に
お
い
て
も
、
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
て
戦
争

を
経
験
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
主
人
公
の
戦
争
観
や
歴
史
認
識
に
変
化
が
生
ま
れ
た
り
更
新
さ
れ
た
り
す
る
と
い
っ
た
描
写
は
な
い
。
彼
女

に
生
じ
た
変
化
は
、
や
り
が
い
を
見
出
せ
な
く
な
っ
て
惰
性
化
し
て
い
た
看
護
師
の
仕
事
に
対
す
る
意
識
の
変
化
で
あ
る
。
現
代
に
戻
っ

て
再
び
始
ま
っ
た
日
常
生
活
に
お
い
て
、
彼
女
は
覇
気
を
取
り
戻
し
、
仕
事
に
前
向
き
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、『
セ
イ
コ
グ
ラ
ム
』『
晴
れ
た
ら
い
い
ね
』
に
お
け
る
主
人
公
の
「
戦
争
体
験
」
は
、「
生
の
尊
さ
」「
真
摯
に
生
き
る
こ

と
の
大
切
さ
」
と
い
っ
た
抽
象
的
で
一
般
的
な
人
生
訓
の
よ
う
な
教
訓
を
も
た
ら
す
出
来
事
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

）
一
九
一
（

戦
争
を
追
体
験
す
る
「
装
置
」
と
し
て
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
（
米
倉
）

二
三

一
方
、『
最
後
に
見
た
街
』
は
も
う
少
し
複
雑
で
あ
る
。
物
語
の
な
か
で
、
主
人
公
の
脚
本
家
・
宮
田
太
一
（
大
泉
洋
）
自
身
に
は
特
段

の
心
境
や
言
動
の
変
化
は
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
子
供
た
ち
は
軍
国
主
義
の
世
相
や
教
育
の
影
響
を
受
け
て
次
第
に
変
わ
っ
て
い
く
。

そ
し
て
「
こ
ん
な
戦
争
」「
ど
う
せ
も
う
す
ぐ
負
け
る
ん
だ
」
と
斜
に
構
え
る
太
一
に
対
し
て
、「
国
の
為
に
働
く
べ
き
だ
」「
み
ん
な
と

一
緒
に
戦
い
た
い
、（
ア
メ
リ
カ
に
）
や
ら
れ
っ
ぱ
な
し
で
い
い
わ
け
な
い
」
と
抗
議
す
る
よ
う
に
な
り
、
太
一
を
唖
然
と
さ
せ
る
。

物
語
は
、
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
て
戻
っ
た
現
代
の
東
京
が
核
兵
器
の
使
用
に
よ
っ
て
焦
土
と
化
し
て
お
り
、
そ
の
光
景
を
太
一
が
茫
然

と
見
な
が
ら
息
を
引
き
取
る
と
こ
ろ
で
閉
じ
ら
れ
る
。
こ
の
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
は
、
戦
争
は
決
し
て
遠
い
過
去
の
も
の
で
は
な
く
、
い
つ

で
も
起
こ
り
得
る
も
の
だ
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
山
田
太
一
の
原
作
小
説
（
一
九
八
一
年
）
が
、

米
・
ソ
に
よ
る
全
面
核
戦
争
の
恐
怖
が
現
実
味
を
帯
び
て
い
た
冷
戦
期
に
書
か
れ
た
も
の
で
、
宮
藤
官
九
郎
の
脚
本
に
よ
る
本
作

（
二
〇
二
四
年
）
が
、
や
は
り
核
兵
器
使
用
の
危
険
性
が
高
ま
っ
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
が
続
く
な
か
で
の
放
送
だ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、

唐
突
と
も
思
わ
れ
る
こ
の
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
込
め
ら
れ
た
意
図
も
理
解
で
き
な
く
は
な
い
。
し
か
し
、
自
由
で
平
和
な
現
代
の
日
本
と
戦

時
中
の
日
本
と
の
対
比
が
作
品
内
で
強
調
さ
れ
て
描
か
れ
て
い
る
が
ゆ
え
に
、
戦
争
を
現
実
的
な
危
機
（
＝
「
自
分
事
」）
と
し
て
受
け
止

め
る
視
聴
者
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
む
し
ろ
、
視
聴
者
の
多
く
が
ド
ラ
マ
か
ら
受
け
取
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
「
戦
争
は

大
き
な
困
難
を
も
た
ら
す
」「
人
を
狂
わ
せ
る
戦
争
を
二
度
と
起
こ
し
て
は
い
け
な
い
」
と
い
う
よ
う
な
、
誰
も
反
対
す
る
こ
と
は
な
い

が
、
や
は
り
抽
象
的
で
一
般
的
な
も
の
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

７
．
結
語

こ
こ
ま
で
検
討
し
て
き
た
よ
う
に
、『
セ
イ
コ
グ
ラ
ム
』『
最
後
に
見
た
街
』『
晴
れ
た
ら
い
い
ね
』
の
三
つ
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
に
は
、

）
一
九
九
（
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な
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し
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、
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た
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は
軍
国
主
義
の
世
相
や
教
育
の
影
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を
受
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て
次
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に
変
わ
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て
い
く
。

そ
し
て
「
こ
ん
な
戦
争
」「
ど
う
せ
も
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す
ぐ
負
け
る
ん
だ
」
と
斜
に
構
え
る
太
一
に
対
し
て
、「
国
の
為
に
働
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だ
」「
み
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に
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と
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よ
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に
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、
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を
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と
さ
せ
る
。

物
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は
、
タ
イ
ム
ス
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ッ
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し
て
戻
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た
現
代
の
東
京
が
核
兵
器
の
使
用
に
よ
っ
て
焦
土
と
化
し
て
お
り
、
そ
の
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景
を
太
一
が
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然

と
見
な
が
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息
を
引
き
取
る
と
こ
ろ
で
閉
じ
ら
れ
る
。
こ
の
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
は
、
戦
争
は
決
し
て
遠
い
過
去
の
も
の
で
は
な
く
、
い
つ

で
も
起
こ
り
得
る
も
の
だ
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
山
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太
一
の
原
作
小
説
（
一
九
八
一
年
）
が
、

米
・
ソ
に
よ
る
全
面
核
戦
争
の
恐
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が
現
実
味
を
帯
び
て
い
た
冷
戦
期
に
書
か
れ
た
も
の
で
、
宮
藤
官
九
郎
の
脚
本
に
よ
る
本
作

（
二
〇
二
四
年
）
が
、
や
は
り
核
兵
器
使
用
の
危
険
性
が
高
ま
っ
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
が
続
く
な
か
で
の
放
送
だ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、

唐
突
と
も
思
わ
れ
る
こ
の
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
込
め
ら
れ
た
意
図
も
理
解
で
き
な
く
は
な
い
。
し
か
し
、
自
由
で
平
和
な
現
代
の
日
本
と
戦

時
中
の
日
本
と
の
対
比
が
作
品
内
で
強
調
さ
れ
て
描
か
れ
て
い
る
が
ゆ
え
に
、
戦
争
を
現
実
的
な
危
機
（
＝
「
自
分
事
」）
と
し
て
受
け
止

め
る
視
聴
者
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
む
し
ろ
、
視
聴
者
の
多
く
が
ド
ラ
マ
か
ら
受
け
取
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
「
戦
争
は

大
き
な
困
難
を
も
た
ら
す
」「
人
を
狂
わ
せ
る
戦
争
を
二
度
と
起
こ
し
て
は
い
け
な
い
」
と
い
う
よ
う
な
、
誰
も
反
対
す
る
こ
と
は
な
い

が
、
や
は
り
抽
象
的
で
一
般
的
な
も
の
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

７
．
結
語

こ
こ
ま
で
検
討
し
て
き
た
よ
う
に
、『
セ
イ
コ
グ
ラ
ム
』『
最
後
に
見
た
街
』『
晴
れ
た
ら
い
い
ね
』
の
三
つ
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
に
は
、
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一
九
九
（
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二
四

戦
争
に
あ
ま
り
関
心
を
持
た
な
い
若
年
層
で
も
興
味
を
も
っ
て
視
聴
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
様
々
な
工
夫
が
み
ら
れ
た
。
主
人
公
が

戦
時
中
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
す
る
と
い
う
奇
抜
な
設
定
は
、
過
去
と
現
在
が
地
続
き
で
あ
る
と
い
う
時
間
的
連
続
性
を
表
現
す
る
た
め
の

仕
掛
け
で
あ
り
、
主
人
公
に
人
気
俳
優
を
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
し
て
い
る
こ
と
に
は
、
若
年
層
の
視
聴
者
が
戦
時
中
を
よ
り
身
近
に
、
自
分

事
と
し
て
感
じ
や
す
く
す
る
意
図
が
あ
る
だ
ろ
う
。
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
先
で
戦
争
を
体
験
す
る
主
人
公
た
ち
は
、
現
代
の
視
聴
者
に

と
っ
て
身
近
な
戦
争
記
憶
の
「
伝
承
者
」
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
彼
ら
と
と
も
に
視
聴
者
が
戦
争
を
追
体
験
で
き
る
装
置
と
し

て
ド
ラ
マ
が
作
ら
れ
て
い
る
。
三
つ
の
作
品
は
、
戦
争
記
憶
の
継
承
に
お
い
て
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
が
果
た
し
得
る
可
能
性
の
一
端
を
見
せ
て

い
る
と
言
え
る
。

他
方
で
、
本
稿
で
の
分
析
で
は
、
今
回
対
象
と
し
た
三
作
品
に
と
ど
ま
ら
ず
、
戦
争
を
描
く
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
に
共
通
す
る
問
題
と
し
て

考
え
ら
れ
る
べ
き
幾
つ
か
の
点
が
見
出
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
れ
ら
を
三
つ
の
論
点
に
整
理
し
、
考
察
し
て
お
き
た
い
。

第
一
は
、
ド
ラ
マ
に
お
け
る
戦
争
表
象
の
リ
ア
リ
テ
ィ
に
関
す
る
問
題
で
あ
る
。
戦
争
と
い
う
史
実
を
扱
っ
て
い
る
と
は
い
え
、
ド
ラ

マ
が
描
く
戦
争
は
史
実
そ
の
も
の
で
は
な
い
し
、
ま
た
そ
う
で
あ
る
必
要
も
必
ず
し
も
な
い
。
実
際
、
今
回
対
象
と
し
た
三
作
品
に
お
い

て
戦
争
に
関
連
す
る
史
実
は
、
し
ば
し
ば
単
純
化
さ
れ
た
り
、
省
略
さ
れ
た
り
、
時
に
歪
曲
さ
れ
た
り
し
て
い
た
。
も
ち
ろ
ん
、
リ
ア
リ

テ
ィ
と
は
「
現
実
や
事
実
そ
の
も
の
」
で
は
な
く
「
現
実
ら
し
さ
、
本
物
ら
し
さ
」
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
ド
ラ
マ

に
お
い
て
は
リ
ア
リ
テ
ィ
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
現
実
や
事
実
そ
の
も
の
を
描
く
こ
と
が
常
に
求
め
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。

し
か
し
他
方
で
、
各
種
の
調
査
結
果
等
が
示
す
よ
う
に
（
４２
）

、
人
々
の
戦
争
を
め
ぐ
る
認
識
や
イ
メ
ー
ジ
の
形
成
に
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
品
が
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
今
日
の
メ
デ
ィ
ア
状
況
を
踏
ま
え
れ
ば
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
品
に
お
け
る
戦
争
表
象
と
史
実
と
し
て
の
戦
争

と
の
あ
い
だ
の
落
差
を
ど
う
考
え
る
の
か
は
、
様
々
な
観
点
か
ら
の
検
討
・
議
論
を
要
す
る
問
題
で
あ
る
と
言
え
る
（
４３
）

。
そ
こ
で
は
ま
た
、

）
一
九
一
（

戦
争
を
追
体
験
す
る
「
装
置
」
と
し
て
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
（
米
倉
）

二
五

戦
争
を
め
ぐ
る
「
メ
デ
ィ
ア
記
憶
」
に
関
し
て
し
ば
し
ば
問
わ
れ
て
き
た
問
題
、
す
な
わ
ち
表
象
さ
れ
る
戦
争
記
憶
の
犠
牲
や
被
害
へ
の

偏
り
、
加
害
や
戦
争
責
任
の
問
題
の
後
景
化
と
い
っ
た
問
題
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
も
問
わ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

第
二
は
、
こ
の
第
一
の
点
と
も
深
く
関
連
す
る
が
、
特
定
の
主
人
公
の
個
人
的
視
点
や
立
場
か
ら
戦
争
を
描
く
と
い
う
ド
ラ
マ
特
有
の

制
約
を
め
ぐ
る
問
題
で
あ
る
。
ド
ラ
マ
に
は
主
人
公
が
存
在
す
る
。
そ
の
主
人
公
の
視
点
・
立
場
を
通
し
て
描
か
れ
る
世
界
は
、
常
に
個

別
的
・
具
体
的
な
も
の
で
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
視
聴
者
が
共
感
し
た
り
同
一
化
し
た
り
し
な
が
ら
視
聴
で
き
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

し
か
し
他
方
で
、
同
じ
テ
レ
ビ
番
組
で
も
情
報
番
組
や
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
な
ど
と
は
異
な
り
、
ド
ラ
マ
は
当
該
テ
ー
マ
に
関
連
す
る
コ

ン
テ
ク
ス
ト
（
背
景
、
要
因
、
全
体
像
）
や
俯
瞰
的
・
説
明
的
な
視
点
を
提
示
す
る
こ
と
が
不
得
意
で
あ
る
。
本
稿
で
扱
っ
た
三
作
品
で
も
、

そ
う
し
た
傾
向
は
顕
著
に
見
ら
れ
た
。

実
は
、
同
様
の
問
題
は
、
戦
争
に
関
わ
る
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
展
示
に
お
い
て
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
近
年
、
戦
争
関
連
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
で
は
、
展
示
を
客
観
的
・
説
明
的
な
も
の
か
ら
よ
り
個
別
的
・
具
体
的
で
ス
ト
ー
リ
ー
性
の
あ
る
も
の
に
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
広

島
の
平
和
記
念
資
料
館
に
お
け
る
被
爆
者
個
人
や
遺
族
の
視
点
に
た
っ
た
展
示
へ
の
大
規
模
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
（
二
〇
一
七
～
一
八
年
）
は
そ

の
代
表
例
で
あ
る
（
４４
）

。
こ
の
展
示
に
つ
い
て
は
「
ひ
と
り
の
人
間
の
ス
ト
ー
リ
ー
と
し
て
国
や
文
化
を
超
え
て
人
び
と
の
共
感
」
を
呼
び
や

す
い
と
い
う
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
評
価
が
あ
る
一
方
で
、
近
代
史
に
お
い
て
軍
都
・
広
島
が
果
た
し
た
役
割
な
ど
を
含
め
た
大
き
な
歴
史
的
文

脈
や
、
戦
争
を
起
こ
し
た
日
本
の
責
任
の
所
在
と
い
っ
た
マ
ク
ロ
な
視
点
が
後
景
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
へ
の
批
判
も
あ
る
（
４５
）

。
こ
の
よ
う

に
、
個
別
性
・
具
体
性
を
追
求
す
る
こ
と
で
見
る
者
の
興
味
・
関
心
を
惹
き
、
共
感
を
呼
び
や
す
く
な
る
一
方
で
、
継
承
さ
れ
る
戦
争
記

憶
が
一
面
的
・
断
片
的
な
も
の
と
な
り
か
ね
な
い
と
い
う
問
題
は
、
様
々
な
メ
デ
ィ
ア
に
共
通
す
る
も
の
だ
が
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
よ
う

な
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
品
で
は
特
に
大
き
な
問
題
と
な
り
得
る
（
４６
）

。

）
一
九
一
（



戦
争
を
追
体
験
す
る
「
装
置
」
と
し
て
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
（
米
倉
）

二
五

戦
争
を
め
ぐ
る
「
メ
デ
ィ
ア
記
憶
」
に
関
し
て
し
ば
し
ば
問
わ
れ
て
き
た
問
題
、
す
な
わ
ち
表
象
さ
れ
る
戦
争
記
憶
の
犠
牲
や
被
害
へ
の

偏
り
、
加
害
や
戦
争
責
任
の
問
題
の
後
景
化
と
い
っ
た
問
題
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
も
問
わ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

第
二
は
、
こ
の
第
一
の
点
と
も
深
く
関
連
す
る
が
、
特
定
の
主
人
公
の
個
人
的
視
点
や
立
場
か
ら
戦
争
を
描
く
と
い
う
ド
ラ
マ
特
有
の

制
約
を
め
ぐ
る
問
題
で
あ
る
。
ド
ラ
マ
に
は
主
人
公
が
存
在
す
る
。
そ
の
主
人
公
の
視
点
・
立
場
を
通
し
て
描
か
れ
る
世
界
は
、
常
に
個

別
的
・
具
体
的
な
も
の
で
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
視
聴
者
が
共
感
し
た
り
同
一
化
し
た
り
し
な
が
ら
視
聴
で
き
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

し
か
し
他
方
で
、
同
じ
テ
レ
ビ
番
組
で
も
情
報
番
組
や
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
な
ど
と
は
異
な
り
、
ド
ラ
マ
は
当
該
テ
ー
マ
に
関
連
す
る
コ

ン
テ
ク
ス
ト
（
背
景
、
要
因
、
全
体
像
）
や
俯
瞰
的
・
説
明
的
な
視
点
を
提
示
す
る
こ
と
が
不
得
意
で
あ
る
。
本
稿
で
扱
っ
た
三
作
品
で
も
、

そ
う
し
た
傾
向
は
顕
著
に
見
ら
れ
た
。

実
は
、
同
様
の
問
題
は
、
戦
争
に
関
わ
る
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
展
示
に
お
い
て
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
近
年
、
戦
争
関
連
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
で
は
、
展
示
を
客
観
的
・
説
明
的
な
も
の
か
ら
よ
り
個
別
的
・
具
体
的
で
ス
ト
ー
リ
ー
性
の
あ
る
も
の
に
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
広

島
の
平
和
記
念
資
料
館
に
お
け
る
被
爆
者
個
人
や
遺
族
の
視
点
に
た
っ
た
展
示
へ
の
大
規
模
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
（
二
〇
一
七
～
一
八
年
）
は
そ

の
代
表
例
で
あ
る
（
４４
）

。
こ
の
展
示
に
つ
い
て
は
「
ひ
と
り
の
人
間
の
ス
ト
ー
リ
ー
と
し
て
国
や
文
化
を
超
え
て
人
び
と
の
共
感
」
を
呼
び
や

す
い
と
い
う
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
評
価
が
あ
る
一
方
で
、
近
代
史
に
お
い
て
軍
都
・
広
島
が
果
た
し
た
役
割
な
ど
を
含
め
た
大
き
な
歴
史
的
文

脈
や
、
戦
争
を
起
こ
し
た
日
本
の
責
任
の
所
在
と
い
っ
た
マ
ク
ロ
な
視
点
が
後
景
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
へ
の
批
判
も
あ
る
（
４５
）

。
こ
の
よ
う

に
、
個
別
性
・
具
体
性
を
追
求
す
る
こ
と
で
見
る
者
の
興
味
・
関
心
を
惹
き
、
共
感
を
呼
び
や
す
く
な
る
一
方
で
、
継
承
さ
れ
る
戦
争
記

憶
が
一
面
的
・
断
片
的
な
も
の
と
な
り
か
ね
な
い
と
い
う
問
題
は
、
様
々
な
メ
デ
ィ
ア
に
共
通
す
る
も
の
だ
が
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
よ
う

な
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
品
で
は
特
に
大
き
な
問
題
と
な
り
得
る
（
４６
）

。

）
一
九
一
（



政
経
研
究

　第
六
十
二
巻
第
三
号
（
二
〇
二
五
年
十
二
月
）

二
六

第
三
は
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
が
「
日
常
性
の
メ
デ
ィ
ア
」
と
し
て
の
テ
レ
ビ
を
通
じ
て
提
供
さ
れ
る
「
娯
楽
」
作
品
で
あ
る
と
い
う
点
に

関
わ
る
問
題
で
あ
る
。
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
は
、
同
じ
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
品
で
も
文
学
作
品
や
映
画
な
ど
と
異
な
っ
て
、
過
激
過
ぎ
る
表
現
、

悲
惨
過
ぎ
る
ス
ト
ー
リ
ー
、
い
わ
ゆ
る
バ
ッ
ド
エ
ン
ド
な
ど
は
避
け
ら
れ
る
傾
向
が
強
い
（『
終
わ
り
に
見
た
街
』
が
バ
ッ
ド
エ
ン
ド
で
あ
る

こ
と
は
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
と
し
て
は
珍
し
い
）。
こ
の
こ
と
は
、
テ
レ
ビ
が
一
般
家
庭
に
広
く
普
及
し
、
そ
れ
ゆ
え
に
人
々
の
日
常
生
活
の
な
か

で
視
聴
さ
れ
る
「
日
常
性
の
メ
デ
ィ
ア
」
で
あ
る
こ
と
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
（
４７
）

。
テ
レ
ビ
の
こ
う
し
た
メ
デ
ィ
ア
特
性
を
背
景
に
、
テ
レ

ビ
ド
ラ
マ
の
戦
争
表
象
は
、「
口
当
た
り
が
よ
く
」「
誰
に
も
受
け
入
れ
ら
れ
や
す
い
」
も
の
と
な
り
が
ち
で
あ
る
。
福
間
良
明
は
、
こ
う

し
た
傾
向
が
近
年
の
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
の
あ
い
だ
に
広
く
見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
れ
を
「
無
難
な
語
り
」
の
前
景
化
と
し
て
特
徴

づ
け
て
い
る
（
４８
）

。
福
間
が
指
摘
す
る
よ
う
な
「
無
難
な
語
り
」
に
お
い
て
、
本
来
は
語
る
こ
と
も
受
け
入
れ
る
こ
と
も
容
易
で
は
な
い
は
ず

の
戦
争
記
憶
が
、
抽
象
的
・
一
般
的
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
へ
と
薄
め
ら
れ
て
「
調
和
的
」
に
「
継
承
」
さ
れ
て
い
る
状
況
が
あ
る
と
す
れ
ば
、

「
継
承
」
の
名
の
下
で
む
し
ろ
戦
争
記
憶
の
「
忘
却
」
が
進
ん
で
い
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
（
４９
）

。
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
に
つ
い
て
は

「
日
常
性
の
メ
デ
ィ
ア
」
と
し
て
の
テ
レ
ビ
の
メ
デ
ィ
ア
特
性
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
こ
う
し
た
批
判
的
視
点
か
ら
の
内
容
の
検
証
も
必
要

で
あ
ろ
う
。

本
稿
が
分
析
対
象
と
し
た
の
は
、
近
年
放
送
さ
れ
た
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
な
か
で
も
、
主
人
公
が
戦
時
中
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
す
る
と
い

う
奇
抜
な
設
定
の
三
作
品
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
戦
争
を
扱
う
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
は
、
よ
り
史
実
に
近
い
内
容
の
も
の
や
個
別
的
な
テ
ー
マ

や
時
期
に
特
化
し
た
作
品
な
ど
を
含
め
、
多
様
か
つ
膨
大
で
あ
る
。
戦
争
体
験
者
の
い
な
い
「
ポ
ス
ト
戦
争
体
験
の
時
代
」
に
お
い
て
、

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
が
戦
争
記
憶
の
継
承
に
果
た
し
得
る
役
割
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
分
析
対
象
を
広
げ
な
が
ら
検
討
・
考
察
し
て
い
く
こ
と
が

今
後
の
課
題
と
な
る
。

）
一
九
一
（

戦
争
を
追
体
験
す
る
「
装
置
」
と
し
て
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
（
米
倉
）

二
七

注（
１
） 

総
務
省
「
人
口
推
計
」（
二
〇
二
四
年
一
〇
月
一
日
現
在
）https://w

w
w

.stat.go.jp/data/jinsui/２0２４np/pdf/２0２４np.pdf
（
二
〇
二
五

年
八
月
九
日
閲
覧
）

（
２
） 

厚
生
労
働
省
に
よ
れ
ば
、
被
爆
者
（
＝
被
爆
者
手
帳
を
持
つ
人
）
の
数
が
最
も
多
か
っ
た
の
は
一
九
八
〇
年
、
三
七
万
二
二
六
四
人
で
あ
っ
た
。

総
務
省
「
被
爆
者
数
の
推
移
」（https://w

w
w

.m
hlw

.go.jp/stf/new
page_１３４１９.htm

l

）（
二
〇
二
五
年
八
月
九
日
閲
覧
）

（
３
） 

厚
生
労
働
省
「
被
爆
者
数
・
平
均
年
齢
」（
令
和
七
年
三
月
現
在
）
に
よ
れ
ば
、
そ
の
数
は
九
万
九
一
三
〇
人
で
あ
る
。（https://w

w
w

.

m
hlw

.go.jp/stf/new
page_２６５３１.htm

l

）（
二
〇
二
五
年
八
月
九
日
閲
覧
）

（
４
） 

水
島
久
光
『
戦
争
を
い
か
に
語
り
継
ぐ
か 

「
映
像
」
と
「
証
言
」
か
ら
考
え
る
戦
後
史
』
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
、
二
〇
二
〇
年
、
浅
野
豊
美
編
『
和
解

学
の
試
み

─
記
憶
・
感
情
・
価
値
』
明
石
書
店
、
二
〇
一
九
年
、
中
山
武
敏
・
松
岡
肇
・
有
光
健
ほ
か
『
未
解
決
の
戦
後
補
償

─
問
わ
れ
る
日

本
の
過
去
と
未
来
』（
創
史
社
、
二
〇
一
五
年
）
な
ど
参
照
。

（
５
） 

前
年
の
二
〇
一
四
年
に
は
、
戦
後
生
ま
れ
の
割
合
が
初
め
て
全
人
口
の
八
割
を
超
え
、
被
爆
者
の
平
均
年
齢
が
八
〇
歳
を
超
え
て
い
た
。

（
６
） 

筆
者
の
調
査
で
は
、
二
〇
一
五
年
八
月
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
民
放
が
放
送
し
た
戦
争
・
終
戦
関
連
番
組
（
地
上
波
、
全
国
放
送
）
四
四
本
の
う
ち
、

「
継
承
」
を
明
確
な
テ
ー
マ
ま
た
は
コ
ン
セ
プ
ト
に
掲
げ
た
番
組
は
二
一
本
を
数
え
た
。
米
倉
律
「『
戦
争
体
験
・
記
憶
』
の
継
承
を
め
ぐ
る
ポ
リ

テ
ィ
ク
ス

─
“
戦
後
七
〇
年
”
関
連
テ
レ
ビ
番
組
の
内
容
分
析
を
中
心
に

─
」『
政
経
研
究
』
第
五
四
巻
第
四
号
、
五
九
～
六
〇
頁
。

（
７
） 

フ
ジ
テ
レ
ビ
『
私
た
ち
に
戦
争
を
教
え
て
く
だ
さ
い
』
番
組
公
式
Ｈ
Ｐ
（https://w

w
w

.fujitv.co.jp/b_hp/sensou_oshiete/index.htm
l

）

（
二
〇
一
七
年
一
一
月
一
九
日
最
終
閲
覧
）。

（
８
） 

砂
間
裕
之
「
戦
争
体
験
は
ど
う
す
れ
ば
伝
わ
る
の
か

─
『
千
の
証
言
』
で
の
工
夫
と
メ
デ
ィ
ア
の
責
任
」『
新
聞
研
究
』N

o.７７４

、
二
〇
一
六
年

一
月
。

（
９
） 

具
体
的
な
作
品
と
し
て
は
、『
ロ
ッ
パ
グ
ラ
ム
転
生
し
た
ら
戦
時
中
の
喜
劇
王
だ
っ
た
件
』（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
二
〇
二
一
年
一
二
月
二
八
日
）、『
セ
イ

コ
グ
ラ
ム 

転
生
し
た
ら
戦
時
中
の
女
学
生
だ
っ
た
件
』（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
二
〇
二
二
年
八
月
一
五
日
）、『
終
わ
り
に
見
た
街
』（
テ
レ
ビ
朝
日
、

二
〇
二
四
年
九
月
二
一
日
）、『
晴
れ
た
ら
い
い
ね
』（
テ
レ
ビ
東
京
、
二
〇
二
五
年
三
月
三
〇
日
）
で
あ
る
。
ま
た
、
映
画
で
も
同
種
の
ス
ト
ー

）
一
九
一
（



戦
争
を
追
体
験
す
る
「
装
置
」
と
し
て
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
（
米
倉
）

二
七

注（
１
） 

総
務
省
「
人
口
推
計
」（
二
〇
二
四
年
一
〇
月
一
日
現
在
）https://w

w
w

.stat.go.jp/data/jinsui/２0２４np/pdf/２0２４np.pdf

（
二
〇
二
五

年
八
月
九
日
閲
覧
）

（
２
） 
厚
生
労
働
省
に
よ
れ
ば
、
被
爆
者
（
＝
被
爆
者
手
帳
を
持
つ
人
）
の
数
が
最
も
多
か
っ
た
の
は
一
九
八
〇
年
、
三
七
万
二
二
六
四
人
で
あ
っ
た
。

総
務
省
「
被
爆
者
数
の
推
移
」（https://w

w
w

.m
hlw

.go.jp/stf/new
page_１３４１９.htm

l

）（
二
〇
二
五
年
八
月
九
日
閲
覧
）

（
３
） 

厚
生
労
働
省
「
被
爆
者
数
・
平
均
年
齢
」（
令
和
七
年
三
月
現
在
）
に
よ
れ
ば
、
そ
の
数
は
九
万
九
一
三
〇
人
で
あ
る
。（https://w

w
w

.

m
hlw

.go.jp/stf/new
page_２６５３１.htm

l

）（
二
〇
二
五
年
八
月
九
日
閲
覧
）

（
４
） 

水
島
久
光
『
戦
争
を
い
か
に
語
り
継
ぐ
か 

「
映
像
」
と
「
証
言
」
か
ら
考
え
る
戦
後
史
』
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
、
二
〇
二
〇
年
、
浅
野
豊
美
編
『
和
解

学
の
試
み

─
記
憶
・
感
情
・
価
値
』
明
石
書
店
、
二
〇
一
九
年
、
中
山
武
敏
・
松
岡
肇
・
有
光
健
ほ
か
『
未
解
決
の
戦
後
補
償

─
問
わ
れ
る
日

本
の
過
去
と
未
来
』（
創
史
社
、
二
〇
一
五
年
）
な
ど
参
照
。

（
５
） 

前
年
の
二
〇
一
四
年
に
は
、
戦
後
生
ま
れ
の
割
合
が
初
め
て
全
人
口
の
八
割
を
超
え
、
被
爆
者
の
平
均
年
齢
が
八
〇
歳
を
超
え
て
い
た
。

（
６
） 

筆
者
の
調
査
で
は
、
二
〇
一
五
年
八
月
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
民
放
が
放
送
し
た
戦
争
・
終
戦
関
連
番
組
（
地
上
波
、
全
国
放
送
）
四
四
本
の
う
ち
、

「
継
承
」
を
明
確
な
テ
ー
マ
ま
た
は
コ
ン
セ
プ
ト
に
掲
げ
た
番
組
は
二
一
本
を
数
え
た
。
米
倉
律
「『
戦
争
体
験
・
記
憶
』
の
継
承
を
め
ぐ
る
ポ
リ

テ
ィ
ク
ス

─
“
戦
後
七
〇
年
”
関
連
テ
レ
ビ
番
組
の
内
容
分
析
を
中
心
に

─
」『
政
経
研
究
』
第
五
四
巻
第
四
号
、
五
九
～
六
〇
頁
。

（
７
） 

フ
ジ
テ
レ
ビ
『
私
た
ち
に
戦
争
を
教
え
て
く
だ
さ
い
』
番
組
公
式
Ｈ
Ｐ
（https://w

w
w

.fujitv.co.jp/b_hp/sensou_oshiete/index.htm
l

）

（
二
〇
一
七
年
一
一
月
一
九
日
最
終
閲
覧
）。

（
８
） 

砂
間
裕
之
「
戦
争
体
験
は
ど
う
す
れ
ば
伝
わ
る
の
か

─
『
千
の
証
言
』
で
の
工
夫
と
メ
デ
ィ
ア
の
責
任
」『
新
聞
研
究
』N

o.７７４

、
二
〇
一
六
年

一
月
。

（
９
） 

具
体
的
な
作
品
と
し
て
は
、『
ロ
ッ
パ
グ
ラ
ム
転
生
し
た
ら
戦
時
中
の
喜
劇
王
だ
っ
た
件
』（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
二
〇
二
一
年
一
二
月
二
八
日
）、『
セ
イ

コ
グ
ラ
ム 

転
生
し
た
ら
戦
時
中
の
女
学
生
だ
っ
た
件
』（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
二
〇
二
二
年
八
月
一
五
日
）、『
終
わ
り
に
見
た
街
』（
テ
レ
ビ
朝
日
、

二
〇
二
四
年
九
月
二
一
日
）、『
晴
れ
た
ら
い
い
ね
』（
テ
レ
ビ
東
京
、
二
〇
二
五
年
三
月
三
〇
日
）
で
あ
る
。
ま
た
、
映
画
で
も
同
種
の
ス
ト
ー

）
一
九
一
（



政
経
研
究

　第
六
十
二
巻
第
三
号
（
二
〇
二
五
年
十
二
月
）

二
八

リ
ー
の
作
品
と
し
て
『
あ
の
花
が
咲
く
丘
で
、
君
と
ま
た
出
会
え
た
ら
。』
が
二
〇
二
三
年
に
公
開
さ
れ
て
い
る
。
現
代
か
ら
戦
争
末
期
に
タ
イ
ム

ス
リ
ッ
プ
し
た
女
子
中
学
生
と
特
攻
隊
員
と
の
恋
愛
を
描
い
た
作
品
で
あ
る
。

（
１0
） 
成
田
龍
一
は
『
戦
後
史
入
門
』
に
お
い
て
、
戦
後
と
継
承
と
の
関
係
で
、
戦
争
経
験
者
（
戦
前
～
戦
中
生
ま
れ
）、
戦
後
第
一
世
代

（
一
九
四
五
～
六
〇
年
代
生
ま
れ
）、
戦
後
第
二
世
代
（
一
九
七
〇
年
代
～
九
〇
年
代
生
ま
れ
）
の
三
世
代
に
分
類
し
て
い
る
（
河
出
書
房
新
社
、

二
一
四
頁
）。
現
代
で
は
さ
ら
に
、
次
の
世
代
（
戦
後
第
三
世
代
：
二
〇
〇
〇
年
以
降
生
ま
れ
）
の
存
在
を
想
定
す
べ
き
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
米

倉
律
『「
八
月
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
と
戦
後
日
本 

戦
争
の
記
憶
は
ど
う
作
ら
れ
て
き
た
の
か
』
花
伝
社
、
二
〇
二
一
年
、
二
七
〇
頁
参
照
。

（
１１
） 

蘭
信
三
・
小
倉
泰
嗣
・
今
野
日
出
晴
編
『
な
ぜ
戦
争
体
験
を
継
承
す
る
の
か 

ポ
ス
ト
体
験
時
代
の
歴
史
実
践
』
み
ず
き
書
林
、
二
〇
二
一
年
、

一
三
頁
。

（
１２
） 

ア
ラ
イ
ダ
・
ア
ス
マ
ン
『
想
起
の
空
間

─
文
化
的
記
憶
の
形
態
と
変
遷
』
安
川
春
基
訳
、
水
声
社
、
二
〇
〇
七
年
、
三
三
頁
。

（
１３
） 

森
村
敏
己
編
『
視
聴
表
象
と
集
合
的
記
憶

─
歴
史
・
現
在
・
戦
争
』
旬
報
社
、
二
〇
〇
六
年
参
照
。

（
１４
） 

実
際
、
多
く
の
調
査
結
果
も
、
現
代
の
日
本
人
に
と
っ
て
の
戦
争
記
憶
の
形
成
に
テ
レ
ビ
や
映
画
が
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
を
裏
付

け
て
い
る
。
村
上
登
司
文
「
戦
争
体
験
継
承
が
平
和
意
識
の
形
成
に
及
ぼ
す
影
響

─
中
学
生
に
対
す
る
平
和
意
識
調
査
の
時
系
列
的
分
析
」『
広

島
平
和
科
学
』
三
八
号
、
二
〇
一
六
年
、
二
三
頁
。
牧
田
徹
雄
「
日
本
人
の
戦
争
と
平
和
観
・
そ
の
持
続
と
風
化
」『
放
送
研
究
と
調
査
』

二
〇
〇
〇
年
九
月
号
。

（
１５
） 

佐
藤
信
吾
「
集
合
的
記
憶
の
構
築
過
程
に
関
す
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
論
的
考
察
　
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
の
記
憶
を
事
例
と
し
て
」『
慶
応
義

塾
大
学
大
学
院
社
会
学
研
究
科
紀
要
』
九
〇
号
、
二
〇
二
一
年
、
二
頁
。
モ
ー
リ
ス
＝
ス
ズ
キ
・
テ
ッ
サ
『
過
去
は
死
な
な
い 

メ
デ
ィ
ア
・
記

憶
・
歴
史
』
田
代
泰
子
訳
、
岩
波
書
店
、
二
〇
一
四
年
、
三
～
三
二
頁
。

（
１６
） 

同
じ
映
像
メ
デ
ィ
ア
で
も
、
映
画
や
テ
レ
ビ
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
な
ど
に
つ
い
て
は
す
で
に
多
く
の
研
究
成
果
の
蓄
積
が
あ
る
。
例
え
ば
映
画

で
は
戦
争
社
会
学
研
究
会
編
『
戦
争
映
画
の
社
会
学
』
み
ず
き
書
林
、
二
〇
一
八
年
、
テ
レ
ビ
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
で
は
、
桜
井
均
『
テ
レ
ビ
は
戦

争
を
ど
う
描
い
て
き
た
か
』
岩
波
書
店
、
米
倉
律
、
前
掲
書
な
ど
。

（
１７
） 

伊
藤
公
雄
「
朝
ド
ラ
と
戦
争
」
吉
田
純
編
『
ミ
リ
タ
リ
ー
・
カ
ル
チ
ャ
ー
研
究 
デ
ー
タ
で
読
む
現
代
日
本
の
戦
争
観
』
青
弓
社
、
二
〇
二
〇

）
一
九
一
（

戦
争
を
追
体
験
す
る
「
装
置
」
と
し
て
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
（
米
倉
）

二
九

年
。

（
１８
） 

黄
馨
儀
「
朝
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説
に
み
る
戦
争
描
写
及
び
ヒ
ロ
イ
ン
の
戦
争
観

─
２
０
１
１
年
以
降
の
作
品
を
中
心
に

─
」
日
本
マ
ス
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
会
・
２
０
１
４
年
度
秋
季
研
究
発
表
会
・
研
究
発
表
論
文
。

（
１９
） 

鶴
見
俊
輔
『
戦
後
日
本
の
大
衆
文
化
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
一
年
、
二
四
一
頁
。

（
２0
） 

日
本
財
団
「
１８
歳
意
識
調
査
『
第
７１
回

─
戦
後
８0
年

─
』
報
告
書
」
二
〇
二
五
年
七
月
二
五
日
（https://w

w
w

.nippon-foundation.

or.jp/w
p-content/uploads/２0２５/0７/new

_pr_２0２５0７２５_0４.pdf

）（
二
〇
二
五
年
八
月
九
日
閲
覧
）

（
２１
） 

村
上
登
司
文
「
戦
争
体
験
継
承
に
対
す
る
当
事
者
意
識
を
育
て
る
教
育
の
考
察
」『
京
都
教
育
大
学
教
育
実
践
研
究
紀
要
』
第
一
八
号
、

二
〇
一
八
年
、
一
七
六
頁
。

（
２２
） 

村
上
登
司
文
、
同
右
、
一
七
八
頁
。

（
２３
） 

番
組
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、https://w

w
w

.fujitv.co.jp/b_hp/sensou_oshiete/index.htm
l 

参
照
（
二
〇
二
五
年
八
月
一
二
日
閲
覧
）。

（
２４
） 

テ
レ
ビ
朝
日
『
僕
た
ち
は
戦
争
を
知
ら
な
い
～
１
９
４
５
年
を
生
き
た
子
供
た
ち
～
』（
二
〇
二
二
年
八
月
一
四
日
）、『
僕
た
ち
は
戦
争
を
知

ら
な
い
～
戦
禍
を
生
き
た
女
性
た
ち
～
』（
二
〇
二
三
年
八
月
一
三
日
）。
出
演
は
旧
ジ
ャ
ニ
ー
ズ
グ
ル
ー
プ
所
属
の
人
気
ア
イ
ド
ル
（
菊
池
風
磨
、

中
間
淳
太
、
松
村
北
斗
、
阿
部
亮
平
）
で
あ
っ
た
。

（
２５
） 

田
辺
聖
子
『
田
辺
聖
子 

十
八
歳
の
日
の
記
録
』
文
藝
春
秋
、
二
〇
二
一
年
。

（
２６
） 

『
ロ
ッ
パ
グ
ラ
ム 

転
生
し
た
ら
戦
時
中
の
喜
劇
王
だ
っ
た
件
』（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
二
〇
二
一
年
一
二
月
二
八
日
）

（
２７
） 

山
田
太
一
『
山
田
太
一
作
品
集
１ 

冬
構
え
』
大
和
書
房
、
一
九
八
五
年
。

（
２８
） 

二
本
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
一
作
目
は
一
九
八
二
年
八
月
一
六
日
に
テ
レ
ビ
朝
日
系
列
「
ゴ
ー
ル
デ
ン
ワ
イ
ド
劇
場
」
枠
で
放
送
。
二
作
目
は

二
〇
〇
五
年
一
二
月
三
日
に
テ
レ
ビ
朝
日
系
列
「
山
田
太
一
ド
ラ
マ
ス
ペ
シ
ャ
ル
・
終
戦
６0
年
特
別
企
画
」
と
し
て
放
送
。
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
は

二
〇
一
四
年
四
月
六
日
～
二
七
日
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
第
一
「
新
日
曜
名
作
座
」
で
放
送
さ
れ
た
（
全
四
回
）。

（
２９
） 

各
作
品
に
お
い
て
「
戦
時
中
」
の
時
間
量
の
全
体
に
占
め
る
割
合
は
『
セ
イ
コ
グ
ラ
ム
』
八
五
・
七
％
、『
最
後
に
見
た
街
』
七
九
・
六
％
、『
晴

れ
た
ら
い
い
ね
』
八
〇
・
八
％
で
あ
る
。

）
一
九
一
（



戦
争
を
追
体
験
す
る
「
装
置
」
と
し
て
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
（
米
倉
）

二
九

年
。

（
１８
） 

黄
馨
儀
「
朝
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説
に
み
る
戦
争
描
写
及
び
ヒ
ロ
イ
ン
の
戦
争
観

─
２
０
１
１
年
以
降
の
作
品
を
中
心
に

─
」
日
本
マ
ス
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
会
・
２
０
１
４
年
度
秋
季
研
究
発
表
会
・
研
究
発
表
論
文
。

（
１９
） 
鶴
見
俊
輔
『
戦
後
日
本
の
大
衆
文
化
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
一
年
、
二
四
一
頁
。

（
２0
） 

日
本
財
団
「
１８
歳
意
識
調
査
『
第
７１
回

─
戦
後
８0
年

─
』
報
告
書
」
二
〇
二
五
年
七
月
二
五
日
（https://w

w
w

.nippon-foundation.

or.jp/w
p-content/uploads/２0２５/0７/new

_pr_２0２５0７２５_0４.pdf

）（
二
〇
二
五
年
八
月
九
日
閲
覧
）

（
２１
） 

村
上
登
司
文
「
戦
争
体
験
継
承
に
対
す
る
当
事
者
意
識
を
育
て
る
教
育
の
考
察
」『
京
都
教
育
大
学
教
育
実
践
研
究
紀
要
』
第
一
八
号
、

二
〇
一
八
年
、
一
七
六
頁
。

（
２２
） 

村
上
登
司
文
、
同
右
、
一
七
八
頁
。

（
２３
） 

番
組
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、https://w
w

w
.fujitv.co.jp/b_hp/sensou_oshiete/index.htm

l 

参
照
（
二
〇
二
五
年
八
月
一
二
日
閲
覧
）。

（
２４
） 

テ
レ
ビ
朝
日
『
僕
た
ち
は
戦
争
を
知
ら
な
い
～
１
９
４
５
年
を
生
き
た
子
供
た
ち
～
』（
二
〇
二
二
年
八
月
一
四
日
）、『
僕
た
ち
は
戦
争
を
知

ら
な
い
～
戦
禍
を
生
き
た
女
性
た
ち
～
』（
二
〇
二
三
年
八
月
一
三
日
）。
出
演
は
旧
ジ
ャ
ニ
ー
ズ
グ
ル
ー
プ
所
属
の
人
気
ア
イ
ド
ル
（
菊
池
風
磨
、

中
間
淳
太
、
松
村
北
斗
、
阿
部
亮
平
）
で
あ
っ
た
。

（
２５
） 

田
辺
聖
子
『
田
辺
聖
子 

十
八
歳
の
日
の
記
録
』
文
藝
春
秋
、
二
〇
二
一
年
。

（
２６
） 

『
ロ
ッ
パ
グ
ラ
ム 

転
生
し
た
ら
戦
時
中
の
喜
劇
王
だ
っ
た
件
』（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
二
〇
二
一
年
一
二
月
二
八
日
）

（
２７
） 

山
田
太
一
『
山
田
太
一
作
品
集
１ 

冬
構
え
』
大
和
書
房
、
一
九
八
五
年
。

（
２８
） 

二
本
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
一
作
目
は
一
九
八
二
年
八
月
一
六
日
に
テ
レ
ビ
朝
日
系
列
「
ゴ
ー
ル
デ
ン
ワ
イ
ド
劇
場
」
枠
で
放
送
。
二
作
目
は

二
〇
〇
五
年
一
二
月
三
日
に
テ
レ
ビ
朝
日
系
列
「
山
田
太
一
ド
ラ
マ
ス
ペ
シ
ャ
ル
・
終
戦
６0
年
特
別
企
画
」
と
し
て
放
送
。
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
は

二
〇
一
四
年
四
月
六
日
～
二
七
日
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
第
一
「
新
日
曜
名
作
座
」
で
放
送
さ
れ
た
（
全
四
回
）。

（
２９
） 

各
作
品
に
お
い
て
「
戦
時
中
」
の
時
間
量
の
全
体
に
占
め
る
割
合
は
『
セ
イ
コ
グ
ラ
ム
』
八
五
・
七
％
、『
最
後
に
見
た
街
』
七
九
・
六
％
、『
晴

れ
た
ら
い
い
ね
』
八
〇
・
八
％
で
あ
る
。

）
一
九
一
（



政
経
研
究

　第
六
十
二
巻
第
三
号
（
二
〇
二
五
年
十
二
月
）

三
〇

（
３0
） 

山
田
太
一
・
宮
藤
官
九
郎
『
シ
ナ
リ
オ
集 

終
わ
り
に
見
た
街
』
大
和
書
房
、
二
〇
二
四
年
、
三
頁
。

（
３１
） 

山
田
太
一
の
原
作
で
の
現
代
の
時
代
設
定
は
一
九
八
〇
年
代
で
あ
る
。

（
３２
） 
戦
争
の
呼
称
も
、「
太
平
洋
戦
争
」「
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
」「
大
東
亜
戦
争
」「
日
中
戦
争
」「
十
五
年
戦
争
」「
第
二
次
世
界
大
戦
」
な
ど
多

様
で
あ
る
。
ま
た
「
日
中
戦
争
」
に
つ
い
て
は
一
九
三
七
年
か
ら
と
す
る
立
場
の
ほ
か
、
三
一
年
の
満
州
事
変
か
ら
と
す
る
立
場
も
あ
る
。
本
稿
は

日
中
戦
争
（
一
九
三
七
年
～
）
か
ら
一
九
四
五
年
八
月
の
「
終
戦
」
ま
で
を
「
戦
時
中
」
と
定
義
す
る
一
般
的
な
立
場
に
立
っ
て
い
る
。
戦
争
の
呼

称
や
定
義
に
つ
い
て
は
、
庄
司
潤
一
郎
「
日
本
に
お
け
る
戦
争
の
呼
称
に
関
す
る
一
考
察
」『
防
衛
研
究
所
紀
要
』
第
一
三
巻
第
三
号
を
参
照
。

（
３３
） 

藤
岡
陽
子
の
原
作
（
小
説
）
で
は
「
戦
時
中
」
は
一
九
四
四
年
（
昭
和
一
九
年
）
の
八
月
一
六
日
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。

（
３４
） 

『
最
後
に
見
た
街
』
で
は
主
人
公
が
最
後
に
死
亡
す
る
が
、
そ
れ
は
戦
時
中
で
は
な
く
現
代
の
東
京
に
お
け
る
核
爆
発
に
よ
る
死
で
あ
る
。

（
３５
） 

一
般
財
団
法
人 

日
本
職
業
協
会
「
職
業
安
定
行
政
史
」
第
四
章
昭
和
時
代
（
１
）
参
照
。http://shokugyo-kyokai.or.jp/shiryou/

gyouseishi/0４-３.htm
l 

（
二
〇
二
五
年
八
月
一
五
日
閲
覧
）

（
３６
） 

吉
田
裕
『
日
本
人
の
戦
争
観 

戦
後
史
の
な
か
の
変
容
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
五
年
、
三
五
頁
。

（
３７
） 

橋
本
明
子
『
日
本
の
長
い
戦
後 

敗
戦
の
記
憶
・
ト
ラ
ウ
マ
は
ど
う
語
り
継
が
れ
て
い
る
か
』
山
岡
由
美
訳
、
み
す
ず
書
房
、
二
〇
一
七
年
、

根
津
朝
彦
『
戦
後
日
本
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
思
想
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
九
年
、
米
倉
律
、
前
掲
書
な
ど
参
照
。

（
３８
） 

田
辺
聖
子
、
前
掲
書
、
九
〇
頁
。

（
３９
） 

『
従
軍
看
護
婦
た
ち
の
大
東
亜
戦
争
』
刊
行
委
員
会
編
『
従
軍
看
護
婦
た
ち
の
大
東
亜
戦
争
　
私
た
ち
は
何
を
見
た
か
』
祥
伝
社
、
二
〇
〇
六

年
、
二
九
七
頁
。

（
４0
） 

同
右
、
一
七
八
頁
。

（
４１
） 

藤
岡
陽
子
『
晴
れ
た
ら
い
い
ね
』
光
文
社
、
二
〇
一
五
年
。

（
４２
） 

ミ
リ
タ
リ
ー
・
カ
ル
チ
ャ
ー
研
究
会
の
調
査
（
二
〇
一
五
年
）
に
よ
る
と
、
特
に
若
年
層
に
お
い
て
戦
争
を
扱
っ
た
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
品
の
影

響
が
大
き
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
吉
田
純
編
、
前
掲
書
、
五
七
～
五
八
頁
。
ま
た
、
朝
日
新
聞
の
調
査
（
二
〇
一
五
年
）
で
も
「
戦
争
の
イ

メ
ー
ジ
」
形
成
に
寄
与
し
た
メ
デ
ィ
ア
作
品
・
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
『
は
だ
し
の
ゲ
ン
』『
火
垂
る
の
墓
』『
永
遠
の
０
』
と
い
っ
た
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

）
一
九
八
（

戦
争
を
追
体
験
す
る
「
装
置
」
と
し
て
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
（
米
倉
）

三
一

作
品
が
、
テ
レ
ビ
の
報
道
や
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
を
上
回
っ
て
い
た
。
朝
日
新
聞
「
あ
な
た
は
何
で
戦
争
を
知
り
ま
し
た
か 

①
本
・
映
画
・
Ｔ
Ｖ 

新
た
な
語
り
部
」
二
〇
一
五
年
八
月
一
三
日
朝
刊
。

（
４３
） 

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
に
お
け
る
戦
争
の
描
き
方
と
史
実
と
の
関
係
で
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
二
〇
二
五
年
八
月
一
六
～
一
七
日
に
放
送
し
た
『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ

シ
ャ
ル 

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
～
昭
和
１６
年
夏
の
敗
戦 

前
・
後
編
』
が
描
い
た
総
力
戦
研
究
所
の
所
長
の
人
物
造
形
が
史
実
と
大
き
く
異
な
る
こ
と

が
遺
族
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
、「
歴
史
を
歪
曲
し
捏
造
し
て
伝
え
る
の
は
遺
憾
」
だ
と
し
て
訴
訟
に
発
展
し
て
い
る
。

（
４４
） 

同
館
の
大
規
模
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
つ
い
て
は
、
志
賀
賢
治
『
広
島
平
和
記
念
資
料
館
は
問
い
か
け
る
』
岩
波
新
書
、
二
〇
二
〇
年
に
詳
し
い
。

（
４５
） 

根
本
雅
也
「
原
爆
の
災
禍
か
ら
何
を
学
ぶ
の
か 

広
島
平
和
記
念
資
料
館
」
蘭
信
三
・
小
倉
泰
嗣
・
今
野
日
出
晴
編
、
前
掲
書
、
二
九
四
～

二
九
五
頁
。

（
４６
） 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
二
〇
二
一
年
一
二
月
か
ら
四
年
が
か
り
の
シ
リ
ー
ズ
で
放
送
し
て
き
た
『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル 

新
・
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
太
平
洋
戦
争
』

は
日
記
や
手
記
な
ど
（
＝
エ
ゴ
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
）
を
用
い
な
が
ら
人
々
の
戦
争
体
験
を
よ
り
リ
ア
ル
に
描
こ
う
と
し
た
も
の
だ
っ
た
が
、
同
様
の
傾

向
（
よ
り
マ
ク
ロ
な
視
点
や
問
題
の
後
景
化
）
が
見
ら
れ
た
。

（
４７
） 

藤
竹
暁
『
テ
レ
ビ
メ
デ
ィ
ア
の
社
会
力 

マ
ジ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
を
解
読
す
る
』
有
斐
閣
、
一
九
八
五
年
、
三
二
頁
。

（
４８
） 

福
間
良
明
「
戦
争
と
メ
デ
ィ
ア
・
文
化
－
『
継
承
』
の
欲
望
へ
の
問
い
」『
学
術
の
動
向
』
二
七
巻
一
二
号
、
二
〇
二
二
年
、
一
四
頁
。

（
４９
） 

福
間
良
明
、
同
右
、
一
〇
頁
。

）
一
九
一
（



戦
争
を
追
体
験
す
る
「
装
置
」
と
し
て
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
（
米
倉
）

三
一

作
品
が
、
テ
レ
ビ
の
報
道
や
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
を
上
回
っ
て
い
た
。
朝
日
新
聞
「
あ
な
た
は
何
で
戦
争
を
知
り
ま
し
た
か 

①
本
・
映
画
・
Ｔ
Ｖ 

新
た
な
語
り
部
」
二
〇
一
五
年
八
月
一
三
日
朝
刊
。

（
４３
） 
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
に
お
け
る
戦
争
の
描
き
方
と
史
実
と
の
関
係
で
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
二
〇
二
五
年
八
月
一
六
～
一
七
日
に
放
送
し
た
『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ

シ
ャ
ル 
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
～
昭
和
１６
年
夏
の
敗
戦 

前
・
後
編
』
が
描
い
た
総
力
戦
研
究
所
の
所
長
の
人
物
造
形
が
史
実
と
大
き
く
異
な
る
こ
と

が
遺
族
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
、「
歴
史
を
歪
曲
し
捏
造
し
て
伝
え
る
の
は
遺
憾
」
だ
と
し
て
訴
訟
に
発
展
し
て
い
る
。

（
４４
） 

同
館
の
大
規
模
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
つ
い
て
は
、
志
賀
賢
治
『
広
島
平
和
記
念
資
料
館
は
問
い
か
け
る
』
岩
波
新
書
、
二
〇
二
〇
年
に
詳
し
い
。

（
４５
） 

根
本
雅
也
「
原
爆
の
災
禍
か
ら
何
を
学
ぶ
の
か 

広
島
平
和
記
念
資
料
館
」
蘭
信
三
・
小
倉
泰
嗣
・
今
野
日
出
晴
編
、
前
掲
書
、
二
九
四
～

二
九
五
頁
。

（
４６
） 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
二
〇
二
一
年
一
二
月
か
ら
四
年
が
か
り
の
シ
リ
ー
ズ
で
放
送
し
て
き
た
『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル 

新
・
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
太
平
洋
戦
争
』

は
日
記
や
手
記
な
ど
（
＝
エ
ゴ
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
）
を
用
い
な
が
ら
人
々
の
戦
争
体
験
を
よ
り
リ
ア
ル
に
描
こ
う
と
し
た
も
の
だ
っ
た
が
、
同
様
の
傾

向
（
よ
り
マ
ク
ロ
な
視
点
や
問
題
の
後
景
化
）
が
見
ら
れ
た
。

（
４７
） 

藤
竹
暁
『
テ
レ
ビ
メ
デ
ィ
ア
の
社
会
力 
マ
ジ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
を
解
読
す
る
』
有
斐
閣
、
一
九
八
五
年
、
三
二
頁
。

（
４８
） 

福
間
良
明
「
戦
争
と
メ
デ
ィ
ア
・
文
化
－
『
継
承
』
の
欲
望
へ
の
問
い
」『
学
術
の
動
向
』
二
七
巻
一
二
号
、
二
〇
二
二
年
、
一
四
頁
。

（
４９
） 

福
間
良
明
、
同
右
、
一
〇
頁
。

）
一
九
一
（




